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人と人のつながり　共に未来へ挑戦
３月１２日、文化スポーツセンターで夕老連世代間スポーツ交流会が開催されました。

高齢者と児童・生徒という異なる世代間の交流を通じて、互いにふれあい、支え合う心を育み、

共に暮らす豊かな地域づくりを目的に、毎年開催されています。

人と人のつながりは夕張の魅力のひとつです。多様な交流から経験や知恵を学びながら、共に未

来へ挑戦する地域づくりを目指していきます。
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夕
張
市
の
再
生
方
策
に
関
す
る

　
　
　
　
　

検
討
委
員
会
報
告
書

夕
張
市
は
、
平
成
19
年
３
月
に
財

政
再
建
団
体
に
移
行
し
（
平
成
22

年
３
月
に
地
方
公
共
団
体
財
政
健

全
化
法
に
基
づ
く
財
政
再
生
団
体

に
移
行
）、
平
成
28
年
３
月
に
は
10

年
目
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
約
10
年
の
困
難
な

あ
ゆ
み
を
経
て
、
本
市
に
ど
の
よ

う
な
変
化
が
生
じ
て
き
て
い
る
の

か
、
そ
の
成
果
と
課
題
を
客
観
的

に
検
証
す
る
と
と
も
に
、
本
市
の

行
財
政
・
地
域
・
自
治
の
再
生
を

よ
り
確
か
な
も
の
に
し
て
い
く
と

い
う
観
点
か
ら
、
今
後
ど
の
よ
う

な
方
策
を
実
施
す
べ
き
か
を
検
討

す
る
た
め
に
、
平
成
27
年
10
月
に

「
夕
張
市
の
再
生
方
策
に
関
す
る
検

討
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
び
同
委
員
会
に
よ
る
報

告
書
が
ま
と
ま
り
、
平
成
28
年
３

月
４
日
に
座
長
の
小
西
関
西
学
院

大
学
教
授
よ
り
市
長
に
報
告
書
の

手
交
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

報
告
書
の
提
出
を
受
け
市
長
は
、

３
月
７
日
に
高
市
総
務
大
臣
、
高

橋
北
海
道
知
事
と
、
３
月
８
日
に

は
菅
官
房
長
官
と
面
会
し
、
報
告

書
を
提
出
す
る
と
と
も
に
、
財
政

再
建
と
地
域
再
生
の
調
和
に
向
け

た
新
た
な
段
階
へ
の
移
行
に
つ
い

て
協
力
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

報
告
書
で
は
、
地
方
創
生
へ
の
取

り
組
み
を
以
前
に
も
ま
し
て
加
速

し
、
住
民
が
地
域
再
生
を
実
感
で

き
る
よ
う
な
方
向
で
、
財
政
再
建

と
地
域
再
生
の
両
立
を
図
る
よ
う

な
財
政
再
生
計
画
の
抜
本
的
な
見

直
し
を
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
財
政
再
生
計
画
期
間
終
了

後
を
見
据
え
た
市
政
運
営
に
移
行

し
て
い
く
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と

し
、
夕
張
市
が
地
方
創
生
実
現
の

た
め
の
財
政
再
生
計
画
の
再
計
算

（
収
支
計
画
の
全
面
改
定
）
を
通
じ

て
、
財
政
再
建
と
地
域
再
生
の
調

和
に
向
け
て
新
た
な
段
階
に
移
行

す
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

今
後
、
夕
張
市
で
は
、
財
政
規

律
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、
地
方
創

生
・
地
域
再
生
の
取
り
組
み
を
進

め
る
た
め
、
夕
張
市
に
と
っ
て
真

に
必
要
な
も
の
を
議
論
し
、
見
極

め
、
財
政
の
再
建
と
地
域
の
再
生

に
向
け
た
財
政
再
生
計
画
の
抜
本

的
な
見
直
し
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

最
後
に
、
小
西
座
長
を
は
じ
め

委
員
の
皆
様
に
は
、
約
５
ヶ
月
の

間
に
４
回
の
委
員
会
と
住
民
懇
談

会
を
開
催
し
て
い
た
だ
き
、
大
変

熱
心
な
ご
議
論
を
頂
い
た
こ
と
に

心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

※
報
告
書
本
文
は
、
夕
張
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先　

　

市
ま
ち
づ
く
り
企
画
室　

☎
52
―
３
１
４
１
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夕張市の再生方策に関する検討委員会報告書（平成28年3月）の概要

夕張市民としての誇りの回復、自治体としての自治権の回復

○本委員会として、夕張市は地方創生実現のための財政再生計画の再計算（収支計画の全面改定）を通じて、財政再建と
地域再生の調和に向けて新たな段階に移行することを求める。

※地方創生への取り組みを以前にもまして加速し、住民が地域再生を実感できるような方向で、財政再建と地域再生の両
立を図るような財政再生計画の抜本的な見直しを実施することが必要。

※財政再建計画（当初）が作成されたときはいわゆる構造改革の時代であり、地方財源は三位一体改革後のもっとも厳し
い時期であったが、その後、地方財源の総額確保が進められ、現在では地方創生が重要な政策となっている。また、地
方財政再建促進特別措置法の下で長くても 10年間程度であった財政再建期間をまもなく経過しようとしており、財政
再生計画期間終了後を見据えた市政運営に移行していくことが適当。

平成１９年３月に財政再建団体に移行し（平成２２年３月に地方公共団体財政健全化法に基づく財政再生団体に移行）、
平成２８年３月には１０年目の節目の年を迎えることから、約１０年の困難なあゆみを経て、夕張市にどのような変化が
生じてきているのか、その成果と課題を客観的に検証するとともに、夕張市の行財政・地域・自治の再生をより確かなも
のにしていくという観点から、今後どのような方策を実施すべきかを検討。
＜委　員＞（五十音順・敬称略）
　小西 砂千夫（関西学院大学教授（座長））、伊藤弘二（北海道放送株式会社取締役社長室長）、小林良輔（北洋銀行常務
執行役員）、高野ゆうき（夕張市子ども・子育て会議委員）、西村宣彦（北海学園大学准教授）、橋場英和（夕張飲食店
連合会事務局長）、人羅格（毎日新聞社論説委員）

＜オブザーバー＞
　北海道総合政策部、空知市長連絡協議会（岩見沢市長）

①例がないほどの規模で行財政改革を実施しており、財政再建を着実に推進。
②財政再建を最優先するあまり、必要な施設整備や施策の実施が行えないという認識が広がり、そのことが住民の失望感
を呼び、人口流出等を加速させる要因に。今後も同様の考え方で財政再建を進めれば地域社会の崩壊につながる懸念。

③過去の財政再建団体の計画期間を踏まえ、１０年程度を目途に、地域再生や人口減少を食い止める取組みを加速させ、
財政再建と地域再生の調和に向け新たな段階に移行することが適当。

④地方創生の取組みは、他団体より必要性は大きいが、財政再建過程にあるだけに前向きな発想を持った取組みが不十分。
⑤市民からは、財政負担等の軽減以上に、未来志向の政策展開、市職員等の処遇改善、人材確保、人材育成等の早急な改
善を求める声が大きい。

①住民サービス・住民負担について
  住民から要望の強い子育て支援サービスの充実、子どもが遊ぶことのできる施設整備などを行うことにより、財政再建
だけを優先するわけではないことを住民が実感できるようにすべき。あわせて、負担と効果を十分見極めたうえで、超
過税率の解消を早期に実施すべき。

②公共施設等の整備について
　公共施設等の総合管理の考え方に沿って公共施設整備を計画的に推進。文化・芸術・社会教育・子育て等の拠点となる
複合施設の整備、診療所建設整備などの具体化を財政再生計画の再計算において検討すべき。

③地方創生にかかる政策展開について
　市の将来の夢をつなぐ政策として、新エネルギー政策の展開、定住・移住促進政策、住宅環境の改善等が必要。財源と
して企業版を含むふるさと納税を最大限、有効に活用すべき。

④行政執行体制について
　①～③の政策を進めるにあたり、その土台となるのが行政執行体制の整備。財政再生計画終了後を見据え、派遣職員に
頼ることのない体制を確立できるよう定員管理や計画的採用が必要。また、一般職員の処遇改善を、財政再生計画の再
計算を通じて着実に実施すべき。特別職の給与水準等は市民の意向も踏まえて、早期に一定程度まで回復をすべき。

⑤財政再生計画の運用について
　①～③の政策を機動的に推進していくため、市長の裁量権確保のための財政再生計画の見直しや手続きの簡素化など財
政再生計画の運用面の改善が必要。また、後年度の財政負担が生じる事業について積み立ててきた財政再生計画調整基
金について廃止を含めた見直しも必要である

再建過程の検証結果

再生のための提言

委員会設置目的
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平
成
27
年
度
第
５
次
の
計
画

変
更

平
成
27
年
度
の
計
画
変
更

【
一
般
会
計
】

◆
歳
入　
　

６
１
５
、２
０
４
千
円

地
方
公
共
団
体
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
強
化
対
策
事
業
、
総
合
行
政

シ
ス
テ
ム
改
修
（
選
挙
）、
地
方
創

生
加
速
化
事
業
、
北
海
道
地
域
自

殺
対
策
強
化
事
業
、
通
知
カ
ー
ド
・

個
人
番
号
カ
ー
ド
関
連
事
務
、
国

民
健
康
保
険
事
業
会
計
繰
出
金
、

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
会
計
繰
出

金
、
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
給

付
、
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福

祉
給
付
金
給
付
事
業
、
有
害
鳥
獣

駆
除
、
除
雪
車
購
入
、
市
営
住
宅

再
編
事
業
に
対
し
て
見
込
ま
れ
る

国
道
支
出
金
の
増

変
更
額　

２
２
４
、０
８
４
千
円

夕
張
ま
ち
づ
く
り
寄
附
条
例
に

基
づ
く
寄
付
金
収
入
に
つ
い
て
、

幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
基
金
に

積
み
立
て
る
た
め
、
平
成
27
年
度

中
の
見
込
額
を
追
加

変
更
額　

１
９
０
、３
３
０
千
円

指
定
事
業
へ
の
寄
付
や
用
途
を
指

定
し
た
寄
付
を
事
業
実
施
に
活
用

す
る
た
め
の
財
源
と
し
て
、
幸
福
の

黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
基
金
か
ら
の
繰

入
金
の
増
。
現
計
予
算
で
財
政
調
整

基
金
繰
入
金
を
充
当
し
て
い
た
事

業
の
一
部
に
つ
い
て
、
地
方
債
な
ど

に
よ
り
財
源
振
替
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
繰
入
金
を
減
額

変
更
額　

▲
５
、７
１
０
千
円

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
の
増

加
に
伴
い
、
高
額
介
護
合
算
療
養

費
負
担
分
の
収
入
が
当
初
予
算
を

上
回
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

高
額
療
養
費
収
入
を
増
額

変
更
額　

２
０
０
千
円

民
間
賃
貸
住
宅
建
設
費
補
助
に

充
当
す
る
財
源
と
し
て
、
北
海
道
産

炭
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
か
ら
交
付
決

定
の
通
知
が
あ
っ
た
空
知
産
炭
地
域

新
産
業
創
造
等
事
業
助
成
金
の
増

変
更
額　

１
６
、０
０
０
千
円

平
成
27
年
度
の
国
の
補
正
予
算

に
伴
う
地
方
公
共
団
体
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
対
策
事
業
の
実

施
に
あ
た
り
、
充
当
財
源
と
し
て

発
行
す
る
補
正
予
算
債
（
一
般
補

助
施
設
等
整
備
事
業
）
の
増

変
更
額　

５
、７
０
０
千
円

汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
整
備
の

充
当
財
源
と
し
て
計
上
し
て
い
た

過
疎
対
策
事
業
債（
ハ
ー
ド
事
業
分
）

に
つ
い
て
、
起
債
対
象
外
経
費
が
含

ま
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
減

変
更
額　

▲
１
２
、３
０
０
千
円

市
営
住
宅
再
編
事
業
の
充
当
財
源

と
し
て
計
上
し
て
い
た
公
営
住
宅

建
設
事
業
債
に
つ
い
て
、
平
成
28
年

度
予
定
事
業
の
一
部
を
前
倒
し
し

て
実
施
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
る
増

変
更
額　

８
０
、８
０
０
千
円

除
雪
車
購
入
の
充
当
財
源
と
し

て
計
上
し
て
い
た
国
庫
補
助
金
が

減
額
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
過
疎

対
策
事
業
債
（
ハ
ー
ド
事
業
分
）

を
増
額

変
更
額　

７
、６
０
０
千
円

過
疎
対
策
事
業
債
（
ソ
フ
ト
事

業
分
）
の
発
行
が
可
能
と
な
っ
た

こ
と
に
よ
り
旧
富
野
じ
ん
芥
焼
却

場
除
却
な
ど
の
充
当
財
源
と
し
て

発
行
す
る
地
方
債
の
増

変
更
額　

１
０
８
、５
０
０
千
円

◆
歳
出　
　

６
１
５
、２
０
４
千
円

平
成
27
年
度
中
の
普
通
退
職
に

伴
い
増
加
し
た
退
職
手
当
に
係
る

経
費
の
増　変更

額　

４
５
、４
０
２
千
円

人
事
院
勧
告
に
よ
り
、
給
料
表

の
引
上
げ
と
勤
勉
手
当
0.1
月
分
引

上
げ
の
勧
告
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

国
の
取
扱
い
に
準
じ
、
給
料
表
と

勤
勉
手
当
の
相
当
分
を
引
き
上
げ

る
経
費
の
増変更

額　

６
、４
５
３
千
円

ユ
ー
パ
ロ
の
湯
と
幸
福
の
黄
色

い
ハ
ン
カ
チ
広
場
に
つ
い
て
、
指

定
管
理
の
返
上
と
な
っ
た
こ
と
に

伴
う
冬
期
間
に
お
け
る
建
物
の
屋

根
の
雪
お
ろ
し
に
係
る
経
費
の
増

変
更
額　

１
、７
９
７
千
円

夕
張
ま
ち
づ
く
り
寄
附
条
例
に
基

づ
く
寄
付
金
収
入
を
幸
福
の
黄
色
いハ

ン
カ
チ
基
金
へ
積
み
立
て
る
経
費
の
増

変
更
額　

１
９
０
、３
３
０
千
円

新
規
地
方
債
の
発
行
に
伴
う
後
年

度
の
公
債
費
に
つ
い
て
、
市
の
実
質

負
担
分
を
財
政
再
生
計
画
調
整
基

金
に
積
み
立
て
る
た
め
の
経
費
の
増

変
更
額　

３
３
、５
２
４
千
円

特
定
団
体
と
特
定
事
業
へ
の
指

定
寄
付
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
寄

付
の
指
定
に
基
づ
き
助
成
を
行
う

た
め
の
経
費
の
増

変
更
額　

２
、９
９
１
千
円

平
成
27
年
度
の
国
の
補
正
予
算

に
盛
り
込
ま
れ
た
地
方
公
共
団
体

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
対
策
事

業
を
実
施
す
る
た
め
の
経
費
の
増

変
更
額　

２
４
、５
８
８
千
円

選
挙
人
名
簿
登
録
制
度
の
改
正

に
伴
う
選
挙
シ
ス
テ
ム
改
修
に
係

る
経
費
の
増

変
更
額　

５
９
９
千
円

民
間
賃
貸
住
宅
建
設
費
補
助
に

つ
い
て
、
空
知
産
炭
地
域
新
産
業

創
造
等
事
業
助
成
金
に
係
る
交
付

決
定
の
通
知
が
あ
っ
た
た
め
、
財

源
振
替
を
行
う
経
費

変
更
額　

０
千
円
（
財
源
振
替
）

平
成
27
年
度
の
国
の
補
正
予
算

に
盛
り
込
ま
れ
た
地
方
創
生
加
速

化
交
付
金
を
活
用
し
、
地
方
版
総

合
戦
略
に
掲
載
予
定
の
「
若
者
の

定
住
と
子
育
て
支
援
」、「
新
た
な

人
の
流
れ
・
交
流
人
口
の
創
出
」、

「
地
域
資
源
を
活
用
し
た
働
く
場
づ

く
り
」、「
夕
張
の
未
来
を
語
れ
る

人
材
の
育
成
」、「
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
（
コ
ン
パ
ク
ト
化
・
拠

点
形
成
）」
に
資
す
る
事
業
を
実
施

す
る
た
め
の
経
費
の
増

変
更
額　

９
５
、７
３
２
千
円

北
海
道
地
域
自
殺
対
策
緊
急
強

化
事
業
に
つ
い
て
、
北
海
道
よ
り

補
助
金
決
定
の
通
知
が
あ
っ
た
た

め
、
財
源
振
替
を
行
う
経
費

変
更
額　

０
千
円
（
財
源
振
替
）

平
成
27
年
度
の
国
の
補
正
予
算

に
盛
り
込
ま
れ
た
通
知
カ
ー
ド
・
マ

総
務
大
臣
あ
て
に
協
議
を
行
っ
た
「
夕
張
市
財
政
再
生
計
画
の
変
更
〈
平

成
27
年
度
第
５
次
と
平
成
28
年
度
第
１
次
（
３
月
）〉」
に
つ
い
て
、
総
務

大
臣
か
ら
同
意
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
計
画
変
更
に
よ
る
財
政
再
生
計
画
期
間
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

同
意
が
得
ら
れ
た
変
更
の
主
な
内
容
を
次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

夕
張
市
財
政
再
生
計
画
の
変
更

（
平
成
27
年
度
第
５
次
と
平
成
28
年
度
第
１
次
）
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イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
カ
ー
ド

関
連
事
務
経
費
に
つ
い
て
、
再
算
定

に
よ
る
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス

テ
ム
機
構
に
委
任
す
る
経
費
の
増

変
更
額　

１
、６
２
９
千
円

人
事
院
勧
告
に
伴
う
給
与
改
定
、

人
件
費
に
係
る
予
算
の
組
替
え
、

制
度
改
正
に
伴
う
保
険
基
盤
安
定

制
度
と
国
保
財
政
安
定
化
支
援
事

業
に
よ
る
国
民
健
康
保
険
事
業
会

計
に
対
す
る
繰
出
金
の
増

変
更
額　

１
３
、２
９
６
千
円

人
事
院
勧
告
に
伴
う
給
与
改
定

と
制
度
改
正
に
伴
う
介
護
保
険
事

務
シ
ス
テ
ム
改
修
費
用
の
国
庫
負

担
額
の
減
額
に
よ
る
介
護
保
険
事

業
会
計
に
対
す
る
繰
出
金
の
増

変
更
額　

１
、７
８
６
千
円

人
件
費
に
係
る
予
算
の
組
替
え

と
広
域
連
合
へ
の
事
務
負
担
金
の

減
額
に
よ
る
後
期
高
齢
者
医
療
事

業
会
計
に
対
す
る
繰
出
金
の
減

変
更
額　

▲
６
６
８
千
円

重
度
心
身
障
害
者
医
療
給
付
費

に
つ
い
て
、
入
院
者
の
増
加
に
よ

り
当
初
予
算
を
上
回
る
見
込
み
で

あ
る
こ
と
に
よ
る
経
費
の
増

変
更
額　

１
、９
０
９
千
円

平
成
27
年
度
の
国
の
補
正
予
算

に
盛
り
込
ま
れ
た
年
金
生
活
者
等

支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業

を
実
施
す
る
た
め
の
経
費
の
増

変
更
額　

８
０
、６
１
３
千
円

人
事
院
勧
告
に
伴
う
給
与
改
定

に
よ
る
公
共
下
水
道
事
業
会
計
に

対
す
る
繰
出
金
の
増

変
更
額　

９
８
千
円

有
害
鳥
獣
駆
除
に
つ
い
て
、
北
海

道
よ
り
補
助
金
決
定
の
通
知
が
あ
っ

た
た
め
、
財
源
振
替
を
行
う
経
費

変
更
額　

０
千
円
（
財
源
振
替
）

旧
富
野
じ
ん
芥
焼
却
場
除
却
に

つ
い
て
、
過
疎
対
策
事
業
債
（
ソ

フ
ト
事
業
分
）
の
発
行
が
可
能
と

な
っ
た
た
め
、
一
般
財
源
か
ら
地

方
債
へ
財
源
振
替
を
行
う
経
費

変
更
額　

０
千
円
（
財
源
振
替
）

汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
建
設
工

事
に
つ
い
て
、
起
債
対
象
外
経
費
が

含
ま
れ
て
い
た
た
め
、
地
方
債
か
ら

幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ
チ
基
金
繰
入

金
へ
財
源
振
替
を
行
う
経
費

変
更
額　

０
千
円
（
財
源
振
替
）

除
雪
経
費
に
つ
い
て
、
今
後
の

降
雪
状
況
に
よ
り
除
雪
費
が
不
足

す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
経

費
の
増変

更
額　

１
７
、８
６
０
千
円

除
雪
車
購
入
に
つ
い
て
、
国
庫
補

助
金
が
減
額
と
な
っ
た
た
め
、
国

庫
支
出
金
か
ら
地
方
債
な
ど
へ
財

源
振
替
を
行
う
経
費

変
更
額　

０
千
円
（
財
源
振
替
）

空
知
森
林
管
理
署
か
ら
借
り
受
け

て
い
る
公
営
住
宅
敷
借
地
料
の
増

変
更
額　

５
３
７
千
円

市
営
住
宅
再
編
事
業
に
つ
い
て
、

平
成
28
年
度
予
定
事
業
の
一
部
を

前
倒
し
し
て
実
施
す
る
た
め
の
経

費
の
増変

更
額　

９
６
、１
１
１
千
円

老
朽
市
営
住
宅
除
却
に
つ
い
て
、

地
方
債
か
ら
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン

カ
チ
基
金
繰
入
金
な
ど
へ
財
源
振

替
を
行
う
経
費

変
更
額　

０
千
円
（
財
源
振
替
）

中
体
連
派
遣
費
補
助
に
つ
い
て
、

大
会
参
加
生
徒
の
増
に
よ
る
経
費

の
増

変
更
額　

５
１
９
千
円

平
成
26
年
度
に
国
か
ら
概
算
交

付
さ
れ
た
が
ん
検
診
推
進
事
業
費

補
助
金
に
つ
い
て
、
精
算
に
よ
る

返
還
金
の
増

変
更
額　

９
８
千
円

財
政
再
生
計
画
書
本
文
の
修
正

◆
人
事
院
勧
告
に
準
じ
て
勤
勉
手

当
の
改
定
を
行
う
予
定
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
こ
と
に
係
る
計
画
本

文
に
つ
い
て
修
正
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
の
計
画
変
更

【
一
般
会
計
】

◆
歳
入　
２
、１
４
８
、７
９
８
千
円

平
成
27
年
度
決
算
見
込
み
の
状

況
な
ど
に
基
づ
き
算
定
し
た
地
方

税
収
入
の
増

変
更
額　

２
０
、７
７
５
千
円

平
成
27
年
度
決
算
見
込
み
の
状

況
や
平
成
28
年
度
地
方
財
政
計
画

を
参
考
に
算
定
し
た
地
方
譲
与
税

収
入
の
減

変
更
額　

▲
１
３
、７
８
０
千
円

臨
時
財
政
対
策
債
分
を
除
い
た

こ
と
に
よ
る
地
方
交
付
税
の
減

変
更
額　

▲
１
８
７
、９
１
２
千
円

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
や

障
害
者
介
護
給
付
費
等
負
担
金
な

ど
国
庫
負
担
金
収
入
の
増

変
更
額　

６
７
１
、２
２
７
千
円

地
域
づ
く
り
総
合
交
付
金
や
障

害
者
介
護
給
付
費
等
負
担
金
な
ど

道
支
出
金
収
入
の
増

変
更
額　

２
６
８
、８
０
２
千
円

「
財
政
調
整
基
金
」、「
幸
福
の
黄

色
い
ハ
ン
カ
チ
基
金
」、「
子
ど
も
・

文
化
振
興
基
金
」、「
財
政
再
生
計

画
調
整
基
金
」
な
ど
の
各
種
基
金

か
ら
の
繰
入
金
の
増

変
更
額　

６
３
６
、０
２
０
千
円

臨
時
財
政
対
策
債
、
公
営
住
宅
建

設
事
業
債
、
石
炭
博
物
館
改
修
事
業

債
と
過
疎
対
策
事
業
債（
ソ
フ
ト
事

業
分
）
な
ど
の
地
方
債
収
入
の
増

変
更
額　

７
０
５
、２
０
９
千
円

そ
の
他
、
地
方
消
費
税
交
付
金
な

ど
各
種
交
付
金
の
増
、
賃
貸
住
宅

使
用
料
な
ど
の
使
用
料
の
減
な
ど

変
更
額　

４
８
、４
５
７
千
円

◆
歳
出　
２
、１
４
８
、７
９
８
千
円

職
員
の
追
加
採
用
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
雇
用
、
再
任
用
職
員

の
採
用
な
ど
の
人
件
費
の
増

変
更
額　

４
６
、１
９
１
千
円

し
尿
処
理
場
各
処
理
槽
清
掃
委

託
料
や
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画

点
検
委
託
料
な
ど
の
物
件
費
の
増

変
更
額　

３
０
７
、７
５
９
千
円

市
営
住
宅
再
編
事
業
に
係
る
修

繕
経
費
や
光
熱
水
費
（
除
排
雪
）

な
ど
の
維
持
補
修
費
の
増

変
更
額　

４
９
、９
８
７
千
円

障
害
者
自
立
支
援
事
業
に
お
け

る
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
や
生
活
扶
助

等
給
付
費
な
ど
の
扶
助
費
の
増

変
更
額　

２
９
０
、０
９
２
千
円

石
炭
博
物
館
模
擬
坑
道
改
修
工

事
や
市
営
住
宅
再
編
事
業
に
伴
う

住
宅
建
設
工
事
な
ど
の
建
設
事
業

費
の
増

変
更
額　

１
、０
５
７
、４
３
１
千
円

平
成
24
年
度
借
入
の
過
疎
対
策

事
業
債
（
ソ
フ
ト
事
業
分
）
の
償
還

開
始
な
ど
に
よ
る
起
債
元
金
の
増

変
更
額　

３
、９
０
５
千
円

水
道
事
業
会
計
繰
出
金
な
ど
繰

出
金
の
減変更

額　

▲
３
、４
４
６
千
円

そ
の
他
、
民
間
賃
貸
住
宅
建
設
費

補
助
や
水
道
事
業
会
計
補
助
な
ど
補

助
金
の
増
、「
財
政
再
生
計
画
調
整

基
金
」
な
ど
への
積
立
金
の
増
な
ど

変
更
額　

３
９
６
、８
７
９
千
円

診
療
所
事
業
会
計

◆
歳
入　
　
　

１
１
、６
７
９
千
円

一
般
会
計
繰
入
金
の
増



広報ゆうばり　２０１６年４月号 66

会　　計　　名

一 　 般 　 会 　 計

国民健康保険事業会計

公共下水道事業会計

介 護 保 険 事 業 会 計

後期高齢者医療事業会計

補正後予算額

１１,８０４,１１６

１,９１０,６８７

２７９,１８７

１,７０２,３３２

２４８,５９６

３月の補正予算額

６１５,２０４

１,４６０

９８

４０８

▲１,７４４

補正前の予算額

１１,１８８,９１２

１,９０９,２２７

２７９,０８９

１,７０１,９２４

２５０,３４０

◆
歳
出　
　
　

１
１
、６
７
９
千
円

市
立
診
療
所
負
担
金
と
病
床
負

担
金
に
係
る
補
助
費
の
増

平
成
29
年
度
〜
41
年
度
の
計
画

変
更

◆
歳
入　

職
員
の
追
加
採
用
に
伴
う
人
件
費

増
の
財
源
と
す
る
た
め
、
平
成
28
年

度
に
積
立
を
行
う
財
政
再
生
計
画

調
整
基
金
か
ら
の
繰
入
金
の
増

変
更
総
額　

６
４
、４
９
９
千
円

◆
歳
出　

行
政
執
行
体
制
を
確
保
す
る
た

め
、
平
成
28
年
度
に
お
い
て
職
員

１
人
の
追
加
採
用
を
行
う
こ
と
に

伴
う
経
費
の
増

変
更
総
額　

６
４
、４
９
９
千
円

財
政
再
生
計
画
書
本
文
の
修
正

◆
退
職
手
当
の
支
給
月
数
の
上
限

を
国
家
公
務
員
準
拠
と
す
る
条
例

改
正
を
行
う
予
定
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
こ
と
に
係
る
計
画
本
文

に
つ
い
て
修
正
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
補
正
予
算
の
内
容

◆
平
成
27
年
度
予
算
の
補
正
を

行
っ
た
会
計
と
補
正
予
算
額

平
成
28
年
３
月
に
総
務
大
臣
の
同

意
が
得
ら
れ
た
「
夕
張
市
財
政
再

生
計
画
の
変
更
」
に
基
づ
き
、
一
般

会
計
の
予
算
の
補
正
を
行
う
と
と
も

に
、
次
の
４
会
計
の
特
別
会
計
に
つ
い

て
予
算
の
補
正
を
行
い
ま
し
た
。

他
の
特
別
会
計
の
主
な
補
正
の
内

容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
】

人
事
院
勧
告
に
よ
り
、
給
料
表

の
引
上
げ
と
勤
勉
手
当
0.1
月
分
引

上
げ
の
勧
告
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

国
の
取
扱
い
に
準
じ
、
給
料
表
と

勤
勉
手
当
の
相
当
分
を
引
き
上
げ

る
経
費
の
増

人
件
費
に
係
る
予
算
の
組
み
替

え
に
よ
る
増

【
公
共
下
水
道
事
業
会
計
】

人
事
院
勧
告
に
よ
り
、
給
料
表

の
引
上
げ
と
勤
勉
手
当
0.1
月
分
引

上
げ
の
勧
告
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

国
の
取
扱
い
に
準
じ
、
給
料
表
と

勤
勉
手
当
の
相
当
分
を
引
き
上
げ

る
経
費
の
増

【
介
護
保
険
事
業
会
計
】

人
事
院
勧
告
に
よ
り
、
給
料
表

の
引
上
げ
と
勤
勉
手
当
0.1
月
分
引

上
げ
の
勧
告
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

国
の
取
扱
い
に
準
じ
、
給
料
表
と

勤
勉
手
当
の
相
当
分
を
引
き
上
げ

る
経
費
の
増

制
度
改
正
に
伴
う
介
護
保
険
事
務

シ
ス
テ
ム
改
修
費
用
の
国
庫
負
担
額

の
減
額
に
よ
る
国
庫
支
出
金
か
ら
一

般
財
源
への
財
源
振
替
を
行
う
経
費

【
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
会
計
】

人
事
院
勧
告
に
よ
り
、
給
料
表
の

引
上
げ
と
勤
勉
手
当
0.1
月
分
引
上
げ

の
勧
告
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
国
の
取

扱
い
に
準
じ
、
給
料
表
と
勤
勉
手
当

の
相
当
分
を
引
き
上
げ
る
経
費
の
増

人
件
費
に
係
る
予
算
の
組
み
替

え
に
よ
る
減

高
額
療
養
費
還
付
金
の
一
般
会

計
へ
の
振
替

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ

の
事
務
費
負
担
金
の
減

問
合
せ
先　市財

務
係 

☎
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子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
づ
く
り
事
業

こ
れ
ま
で
沼
ノ
沢
・
紅
葉
山
方
面
で
の
子
ど
も
た
ち
の
居
場
所
づ
く

り
に
つ
い
て
要
望
が
多
数
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
効
果
や
必
要
性
に
つ
い
て

検
討
し
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
市
は
「
あ
・
り
ー
さ
だ
」（
旧
緑
陽

中
学
校
）
を
活
用
し
て
、
児
童
が
の
び
の
び

と
活
動
で
き
る
居
場
所
を
提
供
し
ま
す
。

学
校
の
授
業
が
終
了
し
た
放
課
後
に
、
自

主
遊
び
や
自
主
学
習
な
ど
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
帰
宅
せ
ず
に
地
域
の
友
達
と
過
ご

す
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　　

対　

象　
　

ゆ
う
ば
り
小
学
校
に
就
学
し
、
沼
ノ
沢
・
真
谷
地
・
紅
葉
山
・

　
　
　
　
　
　

滝
ノ
上
・
楓
・
登
川
地
区
に
住
む
児
童

　

事
業
内
容　

児
童
の
遊
び
場
の
確
保
を
目
的
と
し
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や

　
　
　
　
　
　

か
な
成
長
を
支
援
し
ま
す
。

　

と
こ
ろ　
　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
「
あ
・
り
ー
さ
だ
」
の
空
き
教
室

　
　
　
　
　
　

沼
ノ
沢
35
番
地
（
旧
緑
陽
中
学
校
）

　

定　

員　
　

25
人
※
定
員
を
超
え
て
の
受
け
入
れ
は
、
別
途
協
議
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

◆
学
童
ク
ラ
ブ
と
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

開
所
日
時　

平
日　

午
後
３
時
〜
７
時

　

休
所
日　
　

土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
祭
日
、
年
末
年
始
（
12
月
31
日
〜

　
　
　
　
　
　

１
月
５
日
）
※
「
あ
・
り
ー
さ
だ
」
で
の
行
事
な
ど
に
よ
り

　
　
　
　
　
　

休
所
日
を
設
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

費　

用　
　

無
料
（
年
額
８
０
０
円
の
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
す
る

　
　
　
　
　
　

こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。）

　

開
設
時
期　

５
月
中
旬
（
予
定
）

　

そ
の
他　
　

募
集
案
内
な
ど
は
４
月
に
学
校
を
通
じ
て
対
象
児
童
世
帯
の

　
　
　
　
　
　

保
護
者
に
通
知
し
、
４
月
中
旬
に
「
あ
・
り
ー
さ
だ
」
で
説

　
　
　
　
　
　

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

問
合
せ
先　

市
教
育
課
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
係　

☎
52
―
３
１
６
８
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市政執行方針・教育行政執行方針

平
成
28
年
第
１
回
定
例
市
議
会
が
３
月
４
日
開
催
さ
れ
、
市
長

が
平
成
28
年
度
の
市
政
執
行
方
針
、
教
育
長
が
教
育
行
政
執
行
方

針
を
示
し
ま
し
た
。

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
政
執
行
方
針

夕
張
市
は
平
成
19
年
３
月
６
日

に
地
方
財
政
再
建
促
進
特
別
措
置

法
に
基
づ
き
、
財
政
再
建
計
画
を

策
定
し
、
総
務
大
臣
の
同
意
を
得

て
、
準
用
再
建
団
体
に
移
行
し
て

か
ら
、
間
も
な
く
10
年
の
節
目
を

迎
え
ま
す
。

こ
れ
ま
で
本
市
は
、
前
例
の
な

い
聖
域
な
き
行
財
政
改
革
を
実
行

す
る
と
と
も
に
、
夕
張
の
再
生
を

一
日
で
も
早
く
成
し
遂
げ
る
た
め
、

様
々
な
挑
戦
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

昨
年
１
月
に
は
、
こ
れ
ら
挑
戦

の
一
つ
で
あ
る
地
域
再
生
計
画
「
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
夕
張
再
生
エ

ネ
ル
ギ
ー
活
用
に
よ
る
元
気
創
造

へ
の
挑
戦
」
が
政
府
の
認
定
を
受

け
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
こ
と
は
、
人
口
減
少
、
少
子

高
齢
化
の
先
進
地
で
あ
り
、
我
が
国

唯
一
の
財
政
再
生
団
体
と
い
う
厳
し

い
状
況
に
あ
っ
て
も
、
果
敢
に
取
り

組
ん
で
き
た
我
々
の
挑
戦
に
対
し
て
、

政
府
よ
り
一
定
の
評
価
を
い
た
だ
い

た
も
の
と
感
じ
て
い
ま
す
。

一
方
、
こ
れ
ら
の
挑
戦
は
、
財

政
の
再
建
と
地
域
の
再
生
の
バ
ラ

ン
ス
を
取
り
な
が
ら
、
財
政
再
生

団
体
と
し
て
可
能
な
範
囲
へ
の
挑

戦
で
も
あ
り
ま
し
た
。

安
倍
総
理
は
、
年
頭
の
挨
拶
に
お

い
て
「
今
年
は
挑
戦
、
挑
戦
、
そ

し
て
挑
戦
あ
る
の
み
」
と
「
挑
戦
」

と
い
う
言
葉
を
多
く
使
っ
て
話
を

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
本
市
に
お
い

て
も
、
財
政
破
綻
か
ら
10
年
の
節

目
を
迎
え
、
ま
さ
に
「
挑
戦
」
の

年
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

財
政
の
再
建
と
地
域
の
再
生
の

両
立
。
私
は
こ
の
「
挑
戦
」
の
先

頭
に
立
ち
、
全
力
で
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
市
議
会
と
市

民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
改
め
て
お
願
い
し
ま
す
。

10
年
目
の
節
目

本
市
は
財
政
破
綻
か
ら
10
年
の

節
目
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
節
目
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
昨
年
10
月
に

「
夕
張
市
の
再
生
方
策
に
関
す
る
検

討
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
第
三

者
の
立
場
か
ら
、
財
政
破
綻
以
降
、

約
10
年
間
で
夕
張
市
に
ど
の
よ
う
な

変
化
が
生
じ
て
き
て
い
る
の
か
、
そ

の
成
果
と
課
題
を
検
証
す
る
と
と
も

に
、
夕
張
市
の
行
財
政
・
地
域
・
自

治
の
再
生
を
よ
り
確
か
な
も
の
と
し

て
い
く
観
点
で
、
今
後
ど
の
よ
う
な

方
策
を
実
施
す
べ
き
か
に
つ
い
て
検

討
、議
論
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
報
告
書
が
間
も
な
く
市
に
提

出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

検
討
委
員
会
で
の
議
論
の
経
過

を
み
ま
す
と
、
こ
れ
ま
で
の
様
々

な
挑
戦
の
成
果
と
し
て
蒔
い
て
き

た
種
が
、
少
し
ず
つ
小
さ
な
芽
を

出
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
実
感
す

る
一
方
、
現
状
の
ま
ま
で
は
、
血

の
に
じ
む
よ
う
な
努
力
の
上
に
、

み
な
で
育
て
て
き
た
こ
の
小
さ
な

芽
が
、
摘
ま
れ
る
よ
う
な
事
態
に

も
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危

機
感
を
同
時
に
持
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
検
討
委
員
会
か
ら
の

報
告
書
を
も
と
に
、
財
政
再
生
計

画
を
抜
本
的
に
見
直
す
議
論
を
展

開
す
る
年
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

こ
れ
か
ら
の
夕
張
に
と
っ
て
真

に
必
要
な
も
の
は
何
で
あ
る
か
を

真
剣
に
考
え
る
と
と
も
に
、
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
に
よ
り
芽
生
え

た
小
さ
な
芽
を
、
し
っ
か
り
と
育

て
ら
れ
る
環
境
を
つ
く
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

夕
張
市
の
再
生
に
向
け

こ
れ
ま
で
、
市
民
、
議
会
、
行

政
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
の
結
果
、
約

95
億
円
も
の
償
還
を
果
た
し
つ
つ
、

国
全
体
が
人
口
減
少
、
少
子
高
齢

化
、
財
政
難
に
悩
む
中
、
本
市
の

挑
戦
は
国
の
モ
デ
ル
に
成
り
得
る

と
い
っ
た
よ
う
な
声
ま
で
聞
こ
え

て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
で
、
人
口
減
少
が
止
ま
ら

ず
、
平
成
27
年
の
国
勢
調
査
結
果

の
速
報
値
で
は
、
人
口
が
９
千
人

を
割
り
、
こ
の
約
10
年
間
で
約
３

割
も
減
少
し
て
い
ま
す
。
日
本
全

体
で
、
人
口
減
少
に
立
ち
向
か
い
、

地
方
創
生
を
成
し
遂
げ
る
べ
く
取

り
組
み
が
進
ん
で
い
る
中
、
本
市

に
お
い
て
も
、
３
月
に
「
夕
張
市

地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
地
方
版

総
合
戦
略
」
を
策
定
し
、
こ
れ
に

基
づ
き
、
私
の
政
策
で
あ
り
ま
す

「
資
源
」「
子
育
て
」「
住
宅
」「
医
療
」

「
交
通
」
の
５
つ
の
挑
戦
を
中
心
と

し
て
、
地
域
再
生
の
取
り
組
み
を

加
速
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

◆
「
資
源
」
を
活
用
し
た
地
域
活

性
化昨

年
、
25
年
振
り
に
夕
張
か
ら
石

炭
が
産
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

高
松
の
ズ
リ
山
の
ズ
リ
か
ら
石
炭
を

産
出
す
る
と
同
時
に
ズ
リ
山
の
安

全
対
策
を
行
う
事
業
で
あ
り
、
夕
張

の
再
生
に
つ
な
が
る
事
業
で
す
。

炭
層
メ
タ
ン
ガ
ス
（
Ｃ
Ｂ
Ｍ
）
開

発
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
１
月
に
地
域

再
生
計
画
の
認
定
を
受
け
、
各
方

面
と
調
整
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
の

状
況
と
し
て
は
、
今
秋
に
試
掘
を
開

始
す
る
予
定
で
調
整
を
進
め
て
い
ま

す
。
試
掘
で
は
、
資
源
量
の
調
査
と
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度
当
初
予
算
案
に
お
い
て
、
沼
ノ

沢
・
紅
葉
山
方
面
で
の
学
童
ク
ラ

ブ
の
設
置
要
望
に
対
応
す
る
形
で
、

児
童
が
健
や
か
に
活
動
で
き
る
「
児

童
館
的
な
場
」
の
提
供
を
５
月
中

旬
か
ら
考
え
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
で
整
備
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
児
童
遊
園
に
つ
い
て
は
、

市
が
管
理
す
る
都
市
公
園
な
ど
の

利
用
状
況
を
含
め
、
そ
の
統
廃
合

に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
し
て
い

き
ま
す
が
、
自
主
管
理
が
可
能
で
、

多
く
の
利
用
が
見
込
ま
れ
る
地
域

の
児
童
遊
園
に
つ
い
て
は
遊
具
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

保
育
所
を
利
用
し
て
い
な
い
家

庭
に
お
い
て
、
保
護
者
の
傷
病
な

ど
に
よ
り
緊
急
的
に
、
ま
た
は
保
護

者
の
心
理
的
・
身
体
的
負
担
に
よ

り
家
庭
で
の
保
育
が
困
難
と
な
っ

た
場
合
に
お
い
て
、
保
育
所
で
定

員
に
余
裕
が
あ
る
場
合
に
限
り
子

併
せ
て
、
産
出
さ
れ
る
ガ
ス
量
に
合

わ
せ
た
規
模
の
夕
張
メ
ロ
ン
の
付
加

価
値
化
実
験
な
ど
、
ト
ラ
イ
ア
ル
事

業
の
実
施
に
向
け
調
整
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

交
流
人
口
に
よ
る
地
域
活
性
化

に
つ
い
て
は
、
市
民
団
体
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
な
ど
で
積
極
的
な
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
る
、
炭
鉱
関
連

遺
産
を
活
用
す
る
「
清
水
沢
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
や
、
松
竹
株
式

会
社
や
山
田
洋
次
監
督
と
の
連
携

に
よ
る
「
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ

チ
ひ
ろ
ば
」
の
付
加
価
値
化
へ
取

り
組
む
「
幸
福
の
黄
色
い
ハ
ン
カ

チ
ひ
ろ
ば
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、

更
に
は
、
体
育
施
設
な
ど
を
活
用

し
た
合
宿
誘
致
に
よ
る
「
ス
ポ
ー

ツ
交
流
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
事
業
」
な

ど
、
市
民
が
主
体
と
な
っ
て
、
地

域
の
強
み
を
磨
き
上
げ
よ
う
と
す

る
活
動
が
芽
生
え
て
き
ま
し
た
。

市
と
し
て
は
こ
う
し
た
取
り
組

み
を
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
力
と

す
る
た
め
、「
稼
ぐ
」
基
盤
づ
く
り

を
支
援
し
、
市
民
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

な
ど
が
自
立
運
営
で
き
る
よ
う
連

携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

移
住
に
結
び
つ
く
こ
と
は
で
き
な

く
と
も
、
夕
張
市
が
抱
え
る
課
題
や

推
進
す
る
事
業
に
対
し
て
、
知
恵
や

人
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
提
供
し
て

く
れ
る
「
関
わ
り
人
口
」
を
増
や
す

こ
と
も
重
要
で
あ
り
、「
ヒ
ト
・
モ
ノ
・

カ
ネ
」
が
夕
張
に
還
流
す
る
仕
組
み

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

石
炭
博
物
館
に
つ
い
て
は
、
市
民

の
財
産
と
し
て
の
認
識
を
共
有
の
も

の
と
し
、
そ
の
財
産
を
保
全
し
て
行

く
こ
と
が
重
要
で
す
。
石
炭
産
業
の

歴
史
は
夕
張
の
地
域
文
化
そ
の
も
の

で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
夕
張
の
貴
重

な
歴
史
を
後
世
へ
と
伝
え
る
拠
点
と

し
て
、
見
学
者
の
安
全
確
保
と
時
代

に
即
し
た
展
示
方
法
の
検
討
を
、
運

営
を
継
続
し
な
が
ら
進
め
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
平
成
28
年
度
に
模

擬
坑
道
の
改
修
、
平
成
29
年
度
に

博
物
館
本
体
の
改
修
を
行
い
、
本

市
の
み
な
ら
ず
空
知
地
域
の
炭
鉱

遺
産
活
用
の
拠
点
と
し
て
の
役
割

を
担
え
る
よ
う
努
め
ま
す
。

平
成
29
年
３
月
末
で
指
定
管

理
期
間
が
満
了
と
な
る
マ
ウ
ン
ト

レ
ー
ス
イ
ス
キ
ー
場
と
付
随
す
る
宿

泊
施
設
な
ど
に
つ
い
て
は
、
民
間

へ
の
売
却
の
方
針
を
示
し
、
現
在
、

売
却
に
向
け
、
各
方
面
と
調
整
を

行
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理

解
を
得
な
が
ら
、
年
内
に
は
売
却

先
を
決
定
し
、
指
定
管
理
者
か
ら

の
引
継
ぎ
が
う
ま
く
進
む
よ
う
取

り
組
み
ま
す
。

北
海
道
が
誇
る
ブ
ラ
ン
ド
品
と

し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
い
る
「
夕

張
メ
ロ
ン
」
に
つ
い
て
は
、
昨
年
12

月
、
国
が
定
め
た
「
地
理
的
表
示

保
護
制
度
」
の
第
一
弾
登
録
さ
れ
、

国
内
外
か
ら
の
需
要
が
さ
ら
に
高

ま
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
夕
張
メ
ロ
ン
」
は
ふ
る
さ
と
納

税
の
返
礼
品
と
し
て
、
市
の
財
政

に
大
き
く
寄
与
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
か
ら
、
本
市
と
し
て
も

地
理
的
表
示
登
録
を
受
け
た
タ
イ

ミ
ン
グ
を
活
か
し
て
、
夕
張
市
農

協
が
取
り
組
む
広
報
展
開
と
連
携

し
て
い
き
ま
す
。

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
な
ど
に

よ
り
生
産
規
模
が
縮
小
傾
向
に
あ

り
、
農
業
生
産
力
の
維
持
向
上
と
活

力
の
あ
る
農
村
形
成
の
取
り
組
み

は
重
要
な
課
題
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
市
・
農
協
・
地
域
を
牽
引
す

る
次
世
代
の
リ
ー
ダ
ー
が
連
携
し
、

地
域
資
源
で
あ
る
「
夕
張
メ
ロ
ン
」

を
軸
と
し
た
夕
張
市
農
業
の
方
向

性
の
検
討
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
「
子
育
て
」
環
境
の
充
実

昨
年
、
高
市
総
務
大
臣
が
来
夕

し
た
際
、
保
育
料
負
担
軽
減
に
つ
い

て
要
請
を
し
ま
し
た
。
続
く
、
国
、

北
海
道
及
び
夕
張
市
の
三
者
協
議

に
お
い
て
も
、
保
育
料
負
担
軽
減

に
つ
い
て
、
協
議
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
平
成
28
年
４
月
よ
り
保
育

料
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

親
子
が
集
う
居
場
所
づ
く
り
に
つ

い
て
は
、
要
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
平
成
28
年
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ど
も
を
一
時
的
に
預
か
る
事
業
を

４
月
か
ら
実
施
し
ま
す
。

夕
張
高
校
に
つ
い
て
は
、
昨
年
12

月
に
、
夕
張
市
高
等
学
校
対
策
委

員
会
よ
り
、
夕
張
中
学
校
の
生
徒

数
や
夕
張
高
校
へ
の
進
学
率
の
減

少
を
踏
ま
え
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
希
望
の
持
て
る
魅
力
あ
る
学
校

を
目
指
し
、
小
規
模
校
だ
か
ら
で

き
る
『
す
べ
て
は
生
徒
一
人
ひ
と

り
の
幸
せ
の
た
め
に
』
を
テ
ー
マ

に
進
め
る
、
４
つ
の
柱
（
確
か
な

学
力
、
豊
か
な
心
、
す
こ
や
か
な
体
、

保
護
者
負
担
の
軽
減
）
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
要
請
が
あ
り
ま
し

た
。市

役
所
内
で
も
有
志
に
よ
り
高

校
の
魅
力
化
に
つ
い
て
議
論
が
先

行
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、
夕
張
高

校
の
魅
力
化
は
、
い
ま
す
ぐ
市
全

体
が
連
携
し
て
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
政
策
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。　

平
成
28
年
度
当
初
予
算
案
に
お

き
ま
し
て
、
生
徒
が
資
格
を
取
得

す
る
際
の
支
援
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
夕
張
高
校
魅
力
化
事
業
を
計
上

し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
夕
張
高
校
の
魅
力
化

に
つ
い
て
は
検
討
を
行
い
、
実
施

で
き
る
こ
と
か
ら
具
体
的
に
進
め

て
い
き
ま
す
。

　◆
「
住
宅
」
環
境
の
整
備

市
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
昨
年
８

月
に
清
水
沢
宮
前
町
に
新
団
地
「
宮

前
泉
団
地
」
を
建
設
し
、
供
用
開

始
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
清
水

沢
宮
前
町
で
の
新
た
な
団
地
の
建

設
に
つ
い
て
検
討
し
、
住
宅
の
再

編
事
業
を
進
め
ま
す
。

今
後
、
人
口
動
態
を
勘
案
し
な
が

ら
、
市
営
住
宅
の
計
画
的
な
建
替

え
や
修
繕
に
よ
り
管
理
戸
数
の
適
正

化
を
図
る
と
同
時
に
、
平
成
28
年

度
予
算
案
に
お
い
て
、
廃
屋
空
き
家

の
実
態
把
握
調
査
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
地
域
再
生
整
備
事
業
を
計
上
し
、

居
住
環
境
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
は
民
間
に
よ
る

住
宅
供
給
が
極
端
に
少
な
い
こ
と

か
ら
、
民
間
に
よ
る
賃
貸
住
宅
の

建
設
に
つ
い
て
一
定
要
件
を
満
た

し
た
場
合
に
は
助
成
を
し
て
き
ま

し
た
が
、
引
き
続
き
民
間
賃
貸
住
宅

の
建
設
促
進
に
取
り
組
み
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
本
市
に
少
な
い
単

身
用
住
宅
な
ど
、
ニ
ー
ズ
に
即
し

た
住
宅
の
多
様
化
に
つ
い
て
も
同

時
に
取
り
組
み
ま
す
。

将
来
的
な
拠
点
地
域
と
し
て
位

置
付
け
て
い
る
清
水
沢
地
区
に
つ

い
て
は
、
市
と
し
て
の
整
備
方
針
・

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
決
定
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
示
す
と
と
も
に
、
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
実
現
に
向
け
、

着
実
に
進
め
ま
す
。

◆
地
域
「
医
療
」
の
充
実

市
立
診
療
所
に
つ
い
て
は
、
平

成
29
年
３
月
で
現
在
の
指
定
管
理

者
の
指
定
期
間
が
終
了
す
る
こ
と

に
伴
い
、
新
た
な
指
定
管
理
者
の

募
集
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

昨
年
12
月
に
次
期
指
定
管
理
者
が

決
定
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
更
な
る
医
療
体
制
の
充

実
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
協
議

を
進
め
、
在
宅
医
療
の
推
進
な
ど

地
域
医
療
の
確
保
に
つ
い
て
引
き

続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、
近
隣

の
医
療
機
関
と
も
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
救
急
医
療
体
制
の
充
実
も

図
っ
て
い
き
ま
す
。
市
民
の
皆
さ

ん
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
い
つ

ま
で
も
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

医
療
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
一

体
的
に
提
供
で
き
る
体
制
づ
く
り

を
行
い
ま
す
。

◆
「
交
通
」
体
系
の
効
率
化

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
推
進
し
て
い

く
う
え
で
、
重
要
な
位
置
づ
け
で

あ
り
、
住
宅
施
策
、
都
市
拠
点
整

備
な
ど
の
施
策
と
密
接
に
関
連
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

石
勝
線
夕
張
支
線
は
減
便
や
駅

の
無
人
化
な
ど
人
口
減
少
に
よ
る

利
用
者
減
少
に
よ
り
縮
小
さ
れ
、

夕
張
支
線
の
橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル
な

ど
の
構
造
物
も
建
設
か
ら
１
０
０

年
近
く
経
過
し
て
い
る
な
ど
、
夕

張
市
の
公
共
交
通
を
抜
本
的
に
見

直
す
時
期
に
来
て
い
る
も
の
と
感

じ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
ど
の

よ
う
な
公
共
交
通
が
夕
張
に
と
っ

て
必
要
か
つ
最
良
で
あ
る
か
を
関

係
者
と
議
論
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
の
進
捗
と
も
合
わ
せ
て
再
編

を
進
め
、
効
率
的
で
持
続
可
能
な

公
共
交
通
体
系
の
構
築
を
目
指
し

ま
す
。

行
政
執
行
体
制
の
確
保

地
域
の
再
生
を
加
速
し
て
い
く

上
で
、
そ
の
牽
引
役
を
担
う
の
は

い
う
ま
で
も
な
く
行
政
職
員
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
体
制
が
脆
弱
な
も

の
で
は
地
域
の
再
生
は
も
と
よ
り
、

安
定
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

す
ら
も
困
難
と
な
り
ま
す
。

財
政
の
再
建
に
あ
た
り
、
市
は

総
人
件
費
の
削
減
を
徹
底
し
て
進

め
て
き
ま
し
た
が
、
職
員
の
相
次

ぐ
退
職
な
ど
、
今
後
の
行
政
運
営

を
困
難
と
す
る
よ
う
な
「
副
作
用
」

が
明
ら
か
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
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「
夕
張
市
の
再
生
方
策
に
関
す
る

検
討
委
員
会
」
に
お
い
て
も
、
行

政
執
行
体
制
の
確
保
は
最
重
要
課

題
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
そ
の

改
善
に
つ
い
て
様
々
な
議
論
が
展

開
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
当
該
委

員
会
が
開
催
し
た
市
民
懇
談
会
に

お
い
て
も
、
参
加
者
よ
り
、
行
政

執
行
体
制
確
保
と
処
遇
改
善
の
必

要
性
を
指
摘
す
る
声
が
多
く
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
意
見
を
踏
ま
え
、
財
政

再
生
計
画
の
抜
本
的
な
見
直
し
の
中

で
議
論
を
行
い
、
職
員
体
制
に
係
る

様
々
な
点
を
改
善
す
る
こ
と
を
通
し

て
、
堅
牢
な
行
政
執
行
体
制
の
確
立

に
し
っ
か
り
と
取
り
組
み
ま
す
。

今
後
の
安
定
的
な
行
政
運
営
の

た
め
に
は
、
人
材
の
確
保
と
同
時

に
人
材
の
育
成
も
大
変
重
要
で
す
。

様
々
な
研
修
参
加
な
ど
を
通
し

て
、
市
職
員
と
し
て
の
自
覚
と
責

任
を
再
認
識
さ
せ
る
と
と
も
に
、

ス
キ
ル
の
継
承
と
向
上
を
目
標
に

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

平
成
28
年
度
予
算
編
成
に
つ

い
て平

成
28
年
度
の
予
算
編
成
に
あ

た
っ
て
は
、
平
成
27
年
度
に
お
け

る
歳
入
歳
出
予
算
の
執
行
状
況
を

踏
ま
え
、
平
成
28
年
度
に
お
い
て

も
経
費
の
全
般
に
つ
い
て
適
正
化

を
図
り
、
着
実
に
財
政
再
建
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
再
生
の

た
め
に
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
効

果
的
な
政
策
展
開
を
図
り
ま
す
。

平
成
28
年
度
は
、
財
政
再
生
計
画

８
年
目
の
予
算
編
成
と
な
る
も
の

で
あ
り
、
そ
の
主
な
特
徴
と
し
て
、

「
夕
張
市
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び

地
方
版
総
合
戦
略
」
の
内
容
に
基

づ
い
た
「
資
源
」「
子
育
て
」「
住
宅
」

な
ど
の
関
連
予
算
を
中
心
と
し
た

事
業
経
費
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま

す
。

◆
目
的
別
の
主
な
経
費

資
源
を
活
用
し
た
経
費

石
炭
博
物
館
改
修
・
管
理
、
農

業
振
興
対
策
連
携
、
幸
福
の
黄
色

い
ハ
ン
カ
チ
広
場
管
理
な
ど
、「
資

源
」
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
に

関
す
る
事
業

子
育
て
に
関
す
る
経
費

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
、
子
ど
も

た
ち
の
居
場
所
づ
く
り
、
児
童
遊
園

管
理
と
夕
張
高
校
魅
力
化
な
ど
、「
子

育
て
」
環
境
充
実
に
関
す
る
事
業

住
環
境
の
整
備
に
関
す
る
経
費

市
営
住
宅
再
編
、
地
域
再
生
整

備
、
民
間
賃
貸
住
宅
建
設
費
補
助

な
ど
、「
住
宅
環
境
」
の
整
備
に
関

す
る
事
業

市
民
生
活
に
関
す
る
経
費

南
清
浴
場
閉
鎖
後
の
管
理
、
し
尿

処
理
場
閉
鎖
後
の
管
理
、
し
尿
処
理

場
各
処
理
槽
の
清
掃
な
ど
、
市
民
の

安
全
・
安
心
な
生
活
に
関
す
る
事
業

行
政
執
行
体
制
の
確
立
に
関
す
る

経
費職

員
の
追
加
採
用
を
実
施
す
る
こ

と
に
よ
り
、
行
政
執
行
体
制
の
確
保

を
図
る
た
め
の
経
費
な
ど

こ
れ
ら
予
算
の
執
行
に
あ
た
っ
て

は
、
歳
入
歳
出
全
般
に
わ
た
っ
て
適

正
化
を
図
り
つ
つ
、
円
滑
な
事
業
推

進
に
努
め
、
市
民
生
活
の
安
全
・
安

心
と
地
域
の
活
性
化
が
一
層
図
ら
れ

る
よ
う
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計

医
療
費
の
適
正
化
を
よ
り
一
層

推
進
し
、
引
き
続
き
収
納
率
向
上

対
策
に
取
り
組
む
な
ど
、
保
険
事

業
の
安
定
化
を
図
る
と
と
も
に
、

単
年
度
収
支
の
均
衡
に
努
め
な
が

ら
運
営
を
行
い
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
会
計

平
成
26
年
度
に
新
た
に
作
成
し

た
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
29
年
度

ま
で
を
対
象
と
す
る
「
第
６
期
介
護

保
険
事
業
計
画
」
に
基
づ
き
、
計

画
の
円
滑
な
実
施
を
基
本
と
し
て
、

介
護
保
険
制
度
の
持
続
的
な
運
営

を
行
い
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
会
計

運
営
実
施
主
体
が
北
海
道
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で
あ
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
制
度
の

円
滑
実
施
を
基
本
と
し
つ
つ
、
制

度
変
更
な
ど
に
対
応
出
来
る
よ
う
、

広
域
連
合
と
も
さ
ら
に
連
携
を
図

り
ま
す
。

公
共
下
水
道
事
業
会
計

今
後
も
、
施
設
・
設
備
な
ど
の

長
寿
命
化
対
策
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
歳
入
の
確
保
と
一
般
会
計

か
ら
の
計
画
的
繰
入
に
よ
り
、
経

営
健
全
化
に
一
層
取
り
組
み
ま
す
。

水
道
事
業
会
計

既
に
実
施
し
て
い
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事

業
に
よ
り
、
老
朽
化
し
た
浄
水
場

な
ど
の
施
設
の
更
新
と
、
そ
の
後

の
維
持
管
理
を
行
い
、
業
務
の
効

率
化
を
図
る
と
と
も
に
、
安
全
で

安
定
し
た
水
道
水
の
供
給
に
取
り

組
み
ま
す
。

そ
の
他
の
会
計
に
つ
い
て
も
、
引

き
続
き
、
収
支
の
均
衡
を
図
り
な

が
ら
適
正
な
運
営
に
努
め
ま
す
。

「
地
域
の
再
生
な
く
し
て
、
財
政

の
健
全
化
な
し
」。
私
は
幾
度
と
な

く
訴
え
て
き
ま
し
た
。

財
政
破
綻
か
ら
10
年
目
と
な
る
平

成
28
年
度
は
、
本
市
の
将
来
を
左
右

す
る
重
要
な
年
と
な
り
ま
す
。い
や
、

重
要
な
年
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
挑
戦
の
度
に
ぶ
つ
か
っ
た
大
き

な
壁
。
財
政
再
生
計
画
と
い
う
大
き

な
壁
。
そ
の
財
政
再
生
計
画
を
抜
本

的
に
見
直
す
議
論
を
展
開
す
る
と
と

も
に
、
夕
張
に
と
っ
て
真
に
必
要
な

も
の
は
何
で
あ
る
か
を
皆
さ
ん
と
と

も
に
考
え
、
練
り
上
げ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

財
政
の
再
建
と
地
域
の
再
生
を
両

立
さ
せ
、
夕
張
の
再
生
を
一
日
で
も

早
く
成
し
遂
げ
る
た
め
私
は
そ
の
先

頭
に
立
ち
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

市
議
会
と
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
り

一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

市
民
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
る

た
め
に
必
要
な
教
育
環
境
を
整
備

し
、
教
育
の
質
を
高
め
て
い
く
こ

と
は
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
地
域

人
口
の
減
少
、
社
会
構
造
の
変
化

な
ど
厳
し
い
状
況
下
に
あ
っ
て
も
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
が
人
間
性
豊

か
で
創
造
性
に
あ
ふ
れ
、
心
身
と

も
に
逞
し
く
成
長
し
て
い
く
よ
う

教
育
行
政
方
針
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取
り
組
む
と
と
も
に
、
市
民
一
人
ひ

と
り
が
生
涯
に
わ
た
り
文
化
や
ス

ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
学
習
し
、
生

き
が
い
を
持
っ
て
生
活
で
き
る
生

涯
学
習
社
会
を
展
望
し
つ
つ
、
教

育
行
政
を
推
進
し
ま
す
。

地
域
と
の
連
携
に
よ
る
学
校
づ
く

り
の
推
進

「
自
然
豊
か
な
緑
の
大
地
と
炭
鉱

（
や
ま
）
の
歴
史
、
そ
こ
に
住
む

市
民
の
苦
闘
の
歴
史
に
よ
り
築
か
れ

た
郷
土
「
夕
張
」
に
誇
り
を
も
ち
、

自
主
・
自
立
の
精
神
に
満
ち
溢
れ
、

心
豊
か
に
共
に
支
え
あ
い
、
夢
や
希

望
に
向
か
っ
て
逞
し
く
生
き
る
人
を

育
む
」
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
な

が
ら
、
地
域
の
方
々
と
の
連
携
と
協

働
を
通
し
、
夕
張
な
ら
で
は
の
学
校

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

第
一
に
は
、
学
校
が
地
域
住
民
の

考
え
を
把
握
し
、
学
校
運
営
に
反

映
さ
せ
る
な
ど
、
地
域
の
協
力
を

得
て
学
校
を
運
営
す
る
た
め
、「
夕

張
市
小
・
中
学
校
サ
ポ
ー
ト
会
議
」

の
機
能
を
十
分
に
活
用
し
、
地
域

に
開
か
れ
た
学
校
を
基
盤
と
し
て
、

地
域
の
特
性
や
課
題
を
も
と
に
、
教

育
活
動
の
成
果
を
診
断
・
評
価
す

る
「
学
校
評
価
」
の
結
果
を
公
表
し
、

生
き
る
力
と
心
の
ふ
れ
あ
い
を
育

む
こ
と
の
で
き
る
特
色
あ
る
学
校

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

第
二
に
は
、
地
域
の
教
育
力
を
活

性
化
す
る
た
め
、「
学
校
支
援
地
域

本
部
事
業
」
の
充
実
を
図
り
、
夕

張
市
全
体
で
学
校
教
育
を
支
援
す

る
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

第
三
に
は
、
幼
・
小
・
中
・
高
校

間
の
連
携
を
深
め
る
た
め
、「
夕
張

市
学
校
連
携
協
議
会
」
の
機
能
を

活
用
し
、
各
学
校
間
の
情
報
の
共

有
化
を
図
る
と
と
も
に
、
夕
張
の

子
ど
も
を
共
に
育
て
る
と
い
う
視

点
に
立
ち
、
地
域
の
人
々
の
期
待

と
信
頼
に
応
え
る
教
育
活
動
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

小
・
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
学
ぶ

こ
と
に
楽
し
さ
や
成
就
感
を
も
ち
、

基
礎
的
な
力
を
確
実
に
定
着
さ
せ

る
た
め
の
学
習
指
導
を
行
う
と
と

も
に
、
体
験
的
な
学
習
、
地
域
の

自
然
・
社
会
の
素
材
を
活
用
し
た

学
習
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

学
習
や
生
活
面
で
の
特
別
な
支

援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
一
人

ひ
と
り
に
対
し
て
は
、
き
め
細
や
か

な
指
導
と
支
援
を
行
う
た
め
、
特

別
支
援
教
育
支
援
員
の
活
用
、
外

国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
を
活

用
し
た
中
学
校
で
の
外
国
語
教
育

の
充
実
、
小
学
校
に
お
け
る
国
際

理
解
教
育
・
外
国
語
活
動
の
推
進

に
努
め
る
と
と
も
に
、
幼
稚
園
に

お
い
て
は
、
特
色
あ
る
教
育
と
し

て
英
語
遊
び
を
実
施
し
ま
す
。

小
学
校
に
つ
い
て
は
、
基
礎
学

力
と
学
級
集
団
に
関
す
る
情
報
を

分
析
し
、
楽
し
い
学
級
生
活
を
送

る
た
め
、
解
決
す
べ
き
課
題
を
把

握
す
る
た
め
の
Ｑ-

Ｕ
ア
ン
ケ
ー

ト
を
全
学
年
で
実
施
し
ま
す
。
わ

か
り
や
す
い
授
業
の
た
め
電
子
黒

板
を
利
用
し
た
授
業
や
、
学
校
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
と
も
連
携

し
、
児
童
の
学
力
・
体
力
の
向
上

に
努
め
る
と
と
も
に
、「
地
域
資
料

室
」
の
活
用
や
副
読
本
「
ゆ
う
ば
り
」

の
活
用
を
通
し
て
、
特
色
あ
る
地

域
学
習
を
推
し
進
め
ま
す
。

中
学
校
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

Ｑ-

Ｕ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
外

部
講
師
を
招
聘
し
な
が
ら
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
効
率
的
に
分
析
、
活
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
良
い
環
境

の
中
で
の
授
業
や
、
自
学
自
習
へ
の

関
心
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
学
力
の

向
上
に
つ
な
げ
ま
す
。
学
ぶ
こ
と
に

楽
し
さ
や
成
就
感
を
も
ち
、
基
礎

的
な
力
を
確
実
に
定
着
さ
せ
る
た
め

の
、
英
語
検
定
・
漢
字
検
定
へ
の
取

り
組
み
を
図
り
ま
す
。

読
書
活
動
に
つ
い
て
は
、
学
校
、

幼
稚
園
、
保
育
園
、
保
護
者
な
ど
関

係
者
が
同
じ
目
標
に
向
か
い
、
計

画
的
に
読
書
環
境
を
整
え
る
よ
う

「
夕
張
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計

画
」
に
基
づ
き
取
り
進
め
ま
す
。

学
校
図
書
室
の
蔵
書
に
つ
い
て
は
、

標
準
蔵
書
数
を
踏
ま
え
、
計
画
的

に
整
備
を
進
め
な
が
ら
学
校
や
家
庭

で
読
書
に
親
し
む
機
会
を
増
や
す
と

と
も
に
、
図
書
コ
ー
ナ
ー
と
の
連
携

や
巡
回
文
庫
、
読
み
聞
か
せ
活
動
の

充
実
な
ど
、
読
む
こ
と
に
対
す
る
興

味
・
関
心
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

生
徒
指
導
に
つ
い
て
は
、
児
童
・

生
徒
が
明
る
く
、
元
気
に
学
校
生

活
が
送
れ
る
よ
う
教
職
員
が
一
体

と
な
り
、
子
ど
も
の
悩
み
や
苦
し

み
の
早
期
発
見
、
早
期
対
応
の
た

め
に
、
定
期
的
な
ア
ン
ケ
ー
ト
の

実
施
や
相
談
日
の
設
定
を
し
、
学

校
・
家
庭
・
地
域
・
関
係
機
関
と

連
携
し
、
非
行
や
い
じ
め
、
不
登

校
の
未
然
防
止
な
ど
、
生
徒
指
導

の
課
題
解
決
に
努
め
ま
す
。「
夕
張

市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
に
基

づ
き
、
市
全
体
で
子
ど
も
の
健
全

育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
児
童
生

徒
が
、
互
い
の
違
い
を
認
め
合
い
、

支
え
合
い
、
健
や
か
に
成
長
で
き

る
教
育
環
境
を
つ
く
り
ま
す
。

教
材
・
教
具
、
備
品
な
ど
の
整
備

や
校
舎
な
ど
の
維
持
補
修
な
ど
教
育

環
境
整
備
に
つ
い
て
は
、
校
舎
の
長

寿
命
化
に
向
け
た
計
画
的
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
を
実
施
す
る
ほ
か
、
児
童

生
徒
の
学
習
活
動
に
支
障
が
な
い

よ
う
机
や
椅
子
な
ど
の
更
新
を
順

次
行
い
ま
す
。

児
童
生
徒
の
健
康
と
安
全
指
導
に

つ
い
て
は
、
生
命
の
尊
さ
、
体
力

の
向
上
、
運
動
能
力
の
助
長
や
健

康
で
安
全
な
生
活
を
営
む
能
力
を

育
成
す
る
た
め
、
体
育
授
業
や
部

活
動
な
ど
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
関
係
団
体
と
も
連
携
し
、
学

校
に
お
け
る
防
災
教
育
や
交
通
安

全
指
導
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

不
審
者
情
報
や
熊
出
没
情
報
な

ど
を
保
護
者
に
通
知
す
る
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
「
一
斉
同
報
サ
ー

ビ
ス
」
に
よ
り
、児
童
生
徒
の
安
全
・

安
心
の
醸
成
に
努
め
ま
す
。

児
童
生
徒
の
通
学
に
つ
い
て
は
、

学
校
、
家
庭
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
バ
ス
会
社
な
ど
関
係
機
関
と

連
携
し
、
安
全
・
安
心
な
通
学
体

制
を
地
域
ぐ
る
み
で
確
保
し
ま
す
。

乗
車
マ
ナ
ー
や
安
全
な
乗
降
を

指
導
す
る
バ
ス
添
乗
員
を
配
置
す

る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
「
登
下
校
情
報
サ
ー
ビ
ス
」
の

一
層
の
普
及
に
努
め
ま
す
。

通
学
路
の
安
全
確
保
や
交
通
安
全
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施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
夕
張
市

通
学
路
安
全
推
進
会
議
で
策
定
し

た
「
夕
張
市
通
学
路
交
通
安
全
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
に
基
づ
き
、
危
険
個

所
の
洗
い
出
し
と
対
策
に
つ
い
て
、

協
議
・
検
討
し
、
必
要
に
応
じ
関

係
機
関
へ
の
要
望
を
行
い
ま
す
。

特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童

生
徒
に
つ
い
て
は
、「
夕
張
市
障
が

い
児
教
育
促
進
協
議
会
」
の
集
合
学

習
や
宿
泊
学
習
を
通
し
て
、
異
年
齢

の
活
動
体
験
を
行
い
、「
夕
張
市
特

別
支
援
教
育
連
携
協
議
会
」
で
は
、

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の
視
点
で
、

市
内
関
係
機
関
と
の
連
携
の
も
と
、

特
別
支
援
教
育
に
対
す
る
理
解
や

協
力
を
深
め
、
早
期
の
教
育
相
談

な
ど
、
環
境
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

学
校
保
健
に
つ
い
て
は
、
学
校
・

保
健
所
・
医
療
機
関
な
ど
と
緊
密

に
連
携
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど

感
染
症
の
予
防
対
策
に
努
め
る
と
と

も
に
、
北
海
道
歯
・
口
腔
の
健
康
づ

く
り
８
０
２
０
推
進
条
例
と
夕
張
市

フ
ッ
化
物
洗
口
推
進
事
業
実
施
要
綱

に
基
づ
き
、
引
き
続
き
幼
稚
園
と
小

学
校
に
お
い
て
児
童
の
虫
歯
を
予
防

す
る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
地
元
食

材
や
季
節
に
応
じ
た
新
鮮
で
安
全
な

食
材
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
児

童
生
徒
の
発
達
段
階
に
即
し
た
献
立

の
充
実
な
ど
、
自
校
方
式
の
利
点
を

最
大
限
生
か
す
中
で
、
子
ど
も
に
喜

ば
れ
る
給
食
を
提
供
し
ま
す
。

食
の
指
導
計
画
と
実
践
を
通
し

て
、
食
に
対
す
る
興
味
と
関
心
を
高

め
る
な
ど
、
食
育
の
充
実
に
努
め
る

と
と
も
に
、
保
健
所
な
ど
関
係
機

関
と
緊
密
に
連
携
し
、
食
中
毒
な

ど
給
食
事
故
を
防
止
し
、
安
全
で

安
心
な
学
校
給
食
を
提
供
し
ま
す
。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
対
応
に
つ
い

て
は
、
市
内
関
係
機
関
と
の
連
携
体

制
を
構
築
し
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る

児
童
生
徒
の
情
報
を
共
有
し
な
が
ら

学
校
を
支
援
し
ま
す
。
学
校
内
で

は
、
日
常
的
な
指
導
、
緊
急
時
の
対

応
、
個
々
の
児
童
生
徒
な
ど
の
状
況

に
応
じ
た
対
応
に
努
め
ま
す
。

学
校
教
育
の
充
実
の
た
め
、
教
職

員
が
自
ら
の
使
命
と
専
門
性
を
高
め

る
と
と
も
に
、
児
童
・
生
徒
の
学
力

向
上
に
向
け
、
日
常
の
教
育
実
践
や

工
夫
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

学
校
内
外
に
お
け
る
授
業
研
究

と
共
同
研
究
の
推
進
、
更
に
は
幼
・

小
・
中
・
高
の
連
携
研
修
な
ど
の

推
進
を
通
し
て
、
そ
の
公
開
な
ど

研
究
・
研
修
の
充
実
を
図
り
、
教

職
員
の
資
質
向
上
に
努
め
ま
す
。

教
職
員
人
事
に
つ
い
て
は
、
学
級

編
制
基
準
や
定
数
増
の
改
善
、
定

数
加
配
な
ど
を
北
海
道
教
育
委
員

会
に
要
請
す
る
な
ど
し
て
、
教
職

員
配
置
の
適
正
化
を
図
り
ま
す
。

教
職
員
の
健
康
管
理
で
は
、
生
活

習
慣
病
や
心
の
病
の
未
然
防
止
に

努
め
る
と
と
も
に
、
早
期
発
見
の

た
め
の
検
査
な
ど
を
通
し
て
、
疾

病
の
早
期
治
療
を
働
き
か
け
ま
す
。

夕
張
高
校
に
つ
い
て
は
、
本
市
の

中
学
生
が
年
々
減
少
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
高
校
の
魅
力
化
に
向
け
て

連
携
を
深
め
な
が
ら
、
夕
張
市
高

等
学
校
対
策
委
員
会
で
の
協
議
を

重
ね
つ
つ
、
補
助
な
ど
の
支
援
を
行

う
と
と
も
に
、
北
海
道
教
育
委
員

会
へ
条
件
整
備
な
ど
の
要
望
活
動
な

ど
、
必
要
な
対
応
を
行
い
ま
す
。

心
豊
か
な
人
と
文
化
を
育
む
生

涯
学
習
社
会
の
推
進

生
涯
学
習
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

最
終
年
を
迎
え
る
第
５
次
社
会
教

育
中
期
計
画
の
基
本
理
念
と
方
針

に
基
づ
き
、
生
涯
学
習
の
観
点
に

立
っ
た
社
会
教
育
行
政
を
進
め
る

と
と
も
に
、
第
６
次
社
会
教
育
中

期
計
画
の
策
定
を
進
め
ま
す
。

市
民
が
心
身
と
も
に
豊
か
で
、

健
や
か
に
、
潤
い
の
あ
る
生
活
を

営
む
た
め
に
社
会
教
育
が
果
た
す

役
割
は
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

文
化
団
体
・
体
育
団
体
・
各
種
市

民
団
体
や
サ
ー
ク
ル
な
ど
と
の
連

携
を
図
り
、
そ
の
活
動
を
支
援
し
、

文
化
・
芸
術
の
振
興
に
努
め
ま
す
。

社
会
教
育
の
対
象
は
幼
児
か
ら

高
齢
者
ま
で
極
め
て
幅
広
く
、
そ

の
ニ
ー
ズ
も
多
種
多
様
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
生
涯
学

習
関
係
の
市
民
グ
ル
ー
プ
や
大
学

な
ど
か
ら
の
継
続
的
な
支
援
・
協

力
に
よ
る
学
習
機
会
の
提
供
な
ど

に
よ
り
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

青
少
年
教
育
に
つ
い
て
は
、
社
会

的
ル
ー
ル
や
自
主
性
を
身
に
つ
け
、

思
い
や
り
の
心
を
育
ん
で
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
家
庭
や
関
係

団
体
と
連
携
し
、
地
域
ぐ
る
み
で

子
ど
も
の
健
全
育
成
に
努
め
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の

た
め
、
土
曜
学
習
「
Ｓ
！
Ｋ
ｉ
ｄｓ
」、

芸
術
鑑
賞
事
業
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
全
市
の
児
童
生
徒
と
市
民

文
化
グ
ル
ー
プ
が
協
働
で
開
催
す
る

音
楽
発
表
会
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

高
齢
者
教
育
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
公
民
館
事
業
と
し
て
「
も
も

倶
楽
部
（
高
齢
者
学
級
）」
を
開
設

し
、
生
き
が
い
や
健
康
を
テ
ー
マ
に
、

保
健
行
政
な
ど
関
係
機
関
と
も
連

携
し
て
、講
座
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

文
化
財
の
保
護
・
活
用
に
つ
い
て

は
、
夕
張
岳
の
自
然
環
境
を
守
る

活
動
は
夕
張
岳
ヒ
ュ
ッ
テ
の
管
理

者
な
ど
と
、
夕
張
の
歴
史
を
語
る

建
造
物
や
資
料
を
守
る
活
動
な
ど

は
関
係
行
政
機
関
や
市
民
団
体
と

連
携
し
、
情
報
の
発
信
、
啓
発
活

動
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

小
中
学
校
に
お
い
て
郷
土
学
習

を
通
し
、
炭
鉱
の
歴
史
な
ど
に
つ

い
て
学
ぶ
機
会
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
ゆ
う
ば
り
小
学
校
の
「
地

域
資
料
室
」
や
、夕
張
中
学
校
の
「
ゆ

う
ば
り
歴
史
・
教
育
資
料
室
」
を
、

広
く
市
民
に
公
開
し
ま
す
。

図
書
コ
ー
ナ
ー
に
つ
い
て
は
、
蔵

書
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、

貸
出
業
務
の
ほ
か
、
図
書
ま
つ
り
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成
の
場
と
な
る
よ
う
、
様
々
な
検
討

を
行
い
ま
す
。
夕
張
の
貴
重
な
歴
史

を
後
世
へ
伝
え
る
た
め
の
拠
点
と
し
、

石
炭
や
炭
鉱
に
つ
い
て
多
く
を
学
べ
る

場
と
な
る
よ
う
努
め
ま
す
。
更
に
は
、

資
料
の
収
集
な
ど
を
行
い
、
市
民
の

教
育
、
学
術
、
文
化
の
発
展
に
寄
与

す
る
と
と
も
に
、
周
辺
の
炭
鉱
遺
産

群
を
併
せ
て
活
用
し
た
普
及
活
動
に

も
努
め
る
ほ
か
、
模
擬
坑
道
の
全
面

的
な
補
修
を
行
い
、
博
物
館
本
館
の

継
続
的
な
運
営
を
進
め
ま
す
。

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
、
平
和
運
動
公
園
、
清

水
沢
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
市
民
の

利
用
に
と
ど
ま
ら
ず
、市
外
の
ス
ポ
ー

ツ
愛
好
者
も
利
用
す
る
貴
重
な
体

育
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
利
用
者

へ
の
利
便
性
を
考
慮
し
、
必
要
な
整

備
を
行
う
と
と
も
に
、
創
意
工
夫
を

重
ね
管
理
運
営
を
行
い
ま
す
。

道
内
外
の
自
治
体
と
連
携
し
て

施
設
利
用
の
拡
大
を
図
る
と
と
も

に
、様
々
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

夕
張
市
体
育
協
会
の
活
性
化
、
市

民
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
、
柔
軟
で
多

様
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
す
た

め
、
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

創
設
も
視
野
に
入
れ
、
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
、
気
軽
に
楽
し

く
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き

る
施
設
運
営
を
進
め
ま
す
。

市
民
の
発
表
会
の
場
と
な
る
施

設
に
つ
い
て
は
、
夕
張
の
文
化
継

承
の
た
め
、
福
祉
・
医
療
・
文
化
・

商
業
・
行
政
等
の
生
活
サ
ー
ビ
ス

機
能
の
集
約
を
進
め
る
中
で
、
施

設
の
複
合
化
に
よ
る
賑
わ
い
づ
く

り
と
併
せ
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

指
定
管
理
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い

る
市
民
健
康
会
館
、
市
営
球
場
、
紅

葉
山
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
貴
重
な
体
育
施
設
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
指
定

管
理
者
と
連
携
し
、
運
営
の
円
滑

化
と
利
用
促
進
を
図
り
ま
す
。

こ
れ
ら
施
設
に
お
い
て
開
催
さ
れ

る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
主
催
者
や
各

種
競
技
団
体
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
必
要
な
支
援
協
力
を
行
う
な

ど
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
施

設
の
有
効
活
用
を
推
進
し
ま
す
。

子
ど
も
の
笑
顔
が
輝
く
子
育
て

環
境
の
充
実

急
速
な
少
子
化
の
進
行
、
子
育
て

に
対
す
る
負
担
感
、
仕
事
と
家
庭

と
の
両
立
が
難
し
い
な
ど
、
子
ど

も
や
子
育
て
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

本
市
に
お
い
て
も
、
そ
の
対
策
が

急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
昨

年
８
月
に
は
市
の
機
構
改
正
に
よ

り
、
教
育
課
に
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
係
が
新
設
さ
れ
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
今
後
も
そ
の
任
務
を
着
実

に
遂
行
し
て
い
き
ま
す
。

教
育
や
保
育
の
関
係
機
関
な
ど

で
構
成
す
る
『
夕
張
市
子
ど
も
・
子

育
て
会
議
』
で
の
議
論
を
踏
ま
え

な
が
ら
策
定
し
た
、『
夕
張
市
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
』
の

総
合
的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図

る
た
め
、
子
育
て
世
代
の
現
状
や

課
題
を
把
握
し
、
よ
り
良
い
子
育

て
環
境
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

ユ
ー
パ
ロ
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、

創
造
性
に
あ
ふ
れ
、
心
豊
か
な
子

ど
も
を
育
成
す
る
た
め
地
域
と
の

交
流
を
通
し
、
様
々
な
人
々
と
の

触
れ
合
い
体
験
に
よ
る
社
会
性
の

育
成
に
努
め
ま
す
が
、
施
設
の
老

朽
化
や
、
子
ど
も
の
出
生
数
が
年
々

減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
幼
稚

園
機
能
と
保
育
所
機
能
を
一
体
化

し
た
認
定
子
ど
も
園
へ
の
移
行
に

つ
い
て
、
重
要
な
課
題
と
し
て
社

会
福
祉
法
人
夕
張
保
育
協
会
を
は

じ
め
と
し
た
関
係
機
関
と
協
議
し

な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

児
童
遊
園
に
つ
い
て
は
、
９
箇
所

あ
る
児
童
遊
園
の
統
廃
合
を
検
証

し
な
が
ら
、
危
険
な
老
朽
遊
具
の

撤
去
の
ほ
か
、
自
主
管
理
が
可
能

で
多
く
の
利
用
が
見
込
ま
れ
る
地

域
の
児
童
遊
園
に
つ
い
て
は
、
遊

具
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い

て
は
、
沼
ノ
沢
・
紅
葉
山
方
面
で

の
児
童
が
健
や
か
に
活
動
で
き
る

「
児
童
館
的
な
場
」
の
提
供
を
取
り

進
め
ま
す
。

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
故
郷
夕

張
の
自
然
・
歴
史
や
風
土
の
上
に

立
っ
て
、
力
強
く
、
心
豊
か
に
生
き

る
子
ど
も
達
を
育
て
る
こ
と
、
そ
し

て
夕
張
市
民
が
文
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー

ツ
に
触
れ
、
様
々
な
活
動
を
通
し
て

学
習
し
、
日
々
の
生
活
を
健
康
で
明

る
く
、
潤
い
を
持
っ
て
楽
し
め
る
よ

う
努
め
ま
す
。

の
開
催
、
読
み
聞
か
せ
活
動
、
巡

回
文
庫
、
道
立
図
書
館
の
協
力
事

業
「
学
校
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
の
開
催
な
ど
、
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
組
織
の
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
市
民
・
子
ど
も
の
た
め

の
読
書
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

道
立
図
書
館
と
の
連
携
強
化
や
、

運
営
の
効
率
化
を
図
り
な
が
ら
、

清
水
沢
地
区
公
民
館
で
の
図
書
の

貸
し
出
し
に
つ
い
て
も
、
図
書
数

の
増
に
努
め
、
利
用
者
の
利
便
性

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

市
所
蔵
の
美
術
品
に
つ
い
て
は
、

適
切
な
管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、

市
民
生
活
に
「
癒
し
と
安
ら
ぎ
、
潤

い
」
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
市
内

の
公
共
施
設
な
ど
を
活
用
し
、
積

極
的
な
展
示
公
開
に
努
め
ま
す
。

夕
張
市
石
炭
博
物
館
に
つ
い
て
は
、

社
会
教
育
施
設
で
あ
る
博
物
館
本

来
の
機
能
を
充
実
さ
せ
、
市
民
へ
の

普
及
、
啓
蒙
活
動
を
行
う
と
と
も

に
、
今
後
市
民
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
形
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平成２８年度夕張市当初予算
■一般会計予算　110 億 9,991万6千円
平成 28年度当初予算が 3月 18日定例市議会で議決されました。本予算は、3月 1日総務大臣の同意を得
た財政再生計画に基づき編成しました。その概要についてお知らせします。
○平成 28年度予算は、財政再生計画の実質 7年目で財政再建計画からは通算実質 10年目となります。
○一般会計当初予算規模は、110億9,991万6千円で、前年度比9億1,677万5千円、9.0％の増となりました。
○財政再生計画登載の事務事業の計上を基本とし、臨時費として新たな課題に対応するため 14事業を追加しました。
○新規事業の追加にあたっては、「夕張市地方人口ビジョン及び地方版総合戦略」の内容に基づいた「資源」「子育て」「住宅」などの関
連予算を中心とした事業経費と、住民生活の安全安心や地域の再生につながる観点から必要かつ緊急性の高い事業を計上しました。
○再生振替特例債の元利償還に対応するため、計画どおり積立てた減債基金より 6億 8,056 万 4千円を繰り入れしました。

平成 23年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度

※市民1人あたりの予算額は各年 2月末住民基本台帳人口で割ったもの ( 住民基本台帳法の改正により平成 25年 2月末数値から外国人住民含む）

■歳入歳出款別予算

区　　分
 1 市 税
 2 地 方 譲 与 税
 3 地方消費税交付金
 4 地 方 交 付 税
 5 分担金負担金
 6 使用料手数料
 7 国 庫 支 出 金
 8 道 支 出 金
 9 財 産 収 入
10 繰 入 金
11 諸 収 入
12 市 債
13 そ の 他

合　　計
財 自 主 財 源
源 依 存 財 源

平成 28年度
798,636
57,416
200,273
4,411,244
40,359
586,965
1,357,612
677,667
73,136

1,389,478
69,776

1,419,009
18,345

11,099,916
2,960,352
8,139,564

平成 27年度
803,893
59,023
185,677
4,848,416
44,842
597,536
1,200,980
518,069
69,240
946,081
221,869
672,032
15,483

10,183,141
2,685,463
7,497,678

増減額
△ 5,257
△ 1,607
14,596

△ 437,172
△ 4,483
△ 10,571
156,632
159,598
3,896

443,397
△ 152,093
746,977
2,862

916,775
274,889
641,886

【歳入】 （単位：千円）
区　　分

 1 議 会 費
 2 総 務 費
 3 民 生 費
 4 衛 生 費
 5 農 林 業 費
 6 商 工 費
 7 土 木 費
 8 消 防 費
 9 教 育 費
10 公 債 費
11 諸 支 出 金
12 予 備 費

合　　計
財 一 般 財 源
源 特 定 財 源

平成 28年度
51,412
893,628
2,419,760
1,361,657
113,971
435,044
1,258,543
347,696
534,277
3,672,519

1,409
10,000

11,099,916
7,133,062
3,966,854

平成 27年度
55,639
880,435
2,286,172
880,040
97,083
585,241
1,121,227
337,659
246,153
3,682,083

1,409
10,000

10,183,141
7,213,904
2,969,237

増減額
△ 4,227
13,193
133,588
481,617
16,888

△ 150,197
137,316
10,037
288,124
△ 9,564

0
0

916,775
△ 80,842
997,617

【歳出】 （単位：千円）

平成28年度歳入構成比率 平成28年度歳出構成比率

地方交付税への依存が高く、市税などの自
主財源比率は 26.7％と他都市に比べ非常に
低くなっています

再生振替特例債の元利償還の影響により公
債費の割合が高くなっています
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平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度

※「平成２８年度計画」額とは、平成２７年１２月計画変更後のもの

区　　分
 1 地 方 税
 2 地 方 譲 与 税
 3 地 方 交 付 税
  普 通 交 付 税
  特 別 交 付 税
 4 国 道 支 出 金
  国 庫 支 出 金
  道 支 出 金
 5 繰 入 金
 6 地 方 債
 7 そ の 他
  地方消費税交付金
  分 担 金 負 担 金
  使 用 料 手 数 料
  財 産 収 入
  諸 収 入 ほ か

合　　計

平成 28年度
798,636
57,416

4,411,244
2,909,073
1,502,171
2,035,279
1,357,612
677,667
1,389,478
1,419,009
988,854
200,273
40,359
586,965
73,136
88,121

11,099,916

平成28年度計画
777,861
71,196

4,599,156
3,096,985
1,502,171
1,095,250
686,385
408,865
753,458
713,800
940,397
97,474
50,846
648,932
48,865
94,280

8,951,118

増減額
20,775

△ 13,780
△ 187,912
△ 187,912

0
940,029
671,227
268,802
636,020
705,209
48,457
102,799
△ 10,487
△ 61,967
24,271
△ 6,159
2,148,798

【歳入】 （単位：千円）
区　　分

 1 人 件 費
 2 物 件 費
 3 維 持 補 修 費
 4 扶 助 費
 5 建 設 事 業 費
  普 通 建 設 補 助
  普 通 建 設 単 独
  災 害 復 旧 補 助
  災 害 復 旧 単 独
 6 公 債 費
  起債元利償還金
  再生振替特例債
 7 繰 出 金
 8 そ の 他
  補 助 費 等
  積 立 金
  出資金・貸付金
  予 備 費

合　　計

平成 28年度
1,004,513
849,631
406,688
1,505,825
1,132,092
797,224
334,868

0
0

3,672,519
1,114,070
2,558,449
987,432
1,541,216
1,352,598
177,178
1,440
10,000

11,099,916

平成28年度計画
958,322
541,872
356,701
1,215,733
74,661
45,894
28,767

0
0

3,668,614
1,110,165
2,558,449
990,878
1,144,337
1,120,302
11,155
2,880
10,000

8,951,118

増減額
46,191
307,759
49,987
290,092
1,057,431
751,330
306,101

0
0

3,905
3,905

0
△ 3,446
396,879
232,296
166,023
△ 1,440

0
2,148,798

【歳出】 （単位：千円）

〈平成28年度構成比率〉

<平成28年度予算を家計に例えて見ると･･･>

■財政再生計画との比較

＜参考＞扶助費予算の推移

区　　分
 1 人 件 費
 2 物 件 費
 3 維 持 補 修 費
 4 扶 助 費
 5 建 設 事 業 費
 6 公 債 費
 7 繰 出 金
 8 補 助 費 等
 9 積 立 金
10 出資金・貸付金
11 予 備 費

合　　計

平成 28年度
1,004,513
849,631
406,688
1,505,825
1,132,092
3,672,519
987,432
1,352,598
177,178
1,440
10,000

11,099,916

平成 27年度
1,054,720
699,820
410,855
1,450,537
983,012
3,682,083
954,504
770,457
165,353
1,800
10,000

10,183,141

増減額
△ 50,207
149,811
△ 4,167
55,288
149,080
△ 9,564
32,928
582,141
11,825
△ 360

0
916,775

（単位：千円）

区　　分
 1 経 常 事 業
 2 臨 時 事 業
 3 特別会計繰出金
 4 人 件 費
 5 債 務負担行為
 6 公 債 費
 7 減債基金積立金
 8 予 備 費

合　　計

平成 28年度
3,061,125
1,264,205
1,441,219
981,903
667,945
3,672,519

1,000
10,000

11,099,916

平成 27年度
2,950,196
923,192
760,936
1,031,127
824,607
3,682,083

1,000
10,000

10,183,141

増減額
110,929
341,013
680,283
△ 49,224
△ 156,662
△ 9,564

0
0

916,775

（単位：千円）

※人件費の一部は臨時事業でカウント

■歳出性質別予算

■歳出所要経費別予算

国・地方とも社会保障費の伸びが財政を圧迫しているといわれていま
す。社会保障は、年金・医療・介護・生活保護など多岐にわたる分野で
私たちの生活を支えています。そのようななか、一般会計に占める扶助
費（生活保護・生涯福祉・児童福祉など）予算について表したのが左図
です。人口減少と少子高齢化が進むなか、市民 1人あたりの扶助費予算
額は年々増加しています。

・「経常事業」「人件費」　→　食費・家賃・光熱水費などの生活費
・「臨時事業」　→　住宅修繕・冠婚葬祭などの臨時費
・「特別会計繰出金」　→　子どもへの仕送り
・「債務負担行為」「公債費」　→　住宅・車などのローン返済
・「基金積立金」「予備費」　→　貯金

建設事業費のうち約 5 割
は市営住宅再編事業に
よるものです

公債費のうち、約７割が再生
振替特例債の元利償還です

再生振替特例
債の元利償還
の影響により
公債費の割合
が高くなってい
ます

　として単純に置換えて表したのが右の円グラフです

＜21 億 4,879 万 8 千円増額の計画変更について、2月25日の議決を経て3月1日総務大臣の同意を得ました＞

上記の区分を
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平成28年度に実施する主な事業 ＜財政再生計画登載の事務事業の計上を基本と
し、臨時費として新たな課題に対応するため
14 事業を追加しました。＞

① 「資源」を活用した地域活性化に関する事業

② 「子育て」環境の充実に関する事業

③ 「住宅環境」の整備に関する事業

石炭博物館改修

石炭博物館管理

農業振興対策連携事業

幸福の黄色いハンカチ広場
管理

子ども・子育て支援事業

子どもたちの居場所づくり
事業

児童遊園管理

夕張高校魅力化事業

児童・生徒健全育成事業

児童・生徒心の相談事業

市営住宅再編事業

地域再生整備事業

民間賃貸住宅建設費補助

2億7,157万8千円

1,585 万 1千円

161万 8千円

14万 1千円

12万 6千円

137万 6千円

289万 4千円

249万 9千円

111万 2千円

33万円

5億8,074万2千円

880万 2千円

9,000 万円

教育費

教育費

農林業費

総務費

民生費

民生費

民生費

教育費

教育費

教育費

土木費

総務費

総務費

新規

新規

新規

新規

新規

新規

－

新規

新規

新規

新規

新規

－

石炭博物館を後世へ残し、市内外の人々の学習の場や
コミュニティ形成の場とするために、大規模改修実施
設計と模擬坑道大規模改修を行うもの。

産地力アップに向けた次世代経営者等育成支援と夕張
メロン地理的表示登録に係る広報展開を実施するも
の。

日常生活の突発的な事情や社会参加により、一時的
に家庭保育が困難になった場合、一時的に保育所で
幼児を預かる事業を実施するもの。

沼ノ沢以南での学童クラブの設置要望に対応するため
に、「あ・りーさだ」（旧緑陽中学校）に学童的な機
能を設置するもの。

学習意欲の向上のために各種検定料補助を実施するほ
か、礼儀正しく、心豊かでやさしい夕張っ子の育成の
ためにマナー講座を実施するもの。

老朽化した市営住宅の整備と将来に向けたコンパクト
なまちづくりを推進するための住環境整備事業を行う
もの。

廃屋空き家の実態把握調査や除却補助を実施するこ
とで、将来的に拠点整備や地域づくりに生かすための
基盤整備を図るもの。

単身の若年層の住居が不足している状況にあることか
ら、単身用の民間賃貸住宅の建設を促進するため、
建設促進に必要な助成を行うもの。（30戸）

児童遊園の統廃合を検証しながら、自主管理が可能
で且つ子どものいる地域の児童遊園に対し遊具を新設
し、また、老朽化により危険で利用している実績のな
い地域の遊具については撤去するもの。
夕張中学校の生徒数や夕張高校への進学率の減少を
踏まえ、子どもたちの前向きな挑戦に対してサポートを
行うために、夕張高校の魅力化に係る資格取得に要す
る経費等を支援するもの。

不登校防止のため、Q-U（楽しい学校生活を送るため
のアンケート）を実施しているが、その分析・活用を
より良いものとするため、外部講師による教職員の研
修を実施するもの。

平成 27 年１１月末をもって指定管理が返上となった幸
福の黄色いハンカチ広場について、維持管理するもの。

平成 27 年１１月末をもって指定管理が返上となった石
炭博物館を市直営で運営、管理するもの。

区分・事業名 事業費 科目名 備考事業概要
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④ 「市民の安全・安心な生活」に関する事業

⑤ 「行政執行体制の確立」に関する経費

南清浴場閉鎖後管理

し尿処理場閉鎖後管理

し尿処理場各処理槽清掃

人件費（追加採用）

24 万 2千円

45万 4千円

6,296 万 4千円

1,639 万 6千円

衛生費

衛生費

衛生費

－

新規

新規

新規

－

平成 27 年度に廃止した南清浴場について、法令等に
基づき地下埋設タンクの清掃と給水装置の切り離しを
行うもの。

平成 27 年度に廃止したし尿処理場の各処理槽に残っ
た汚泥、スカムの除去・処理と内部洗浄を行うもの。

現在他団体から派遣を受けている職員について、４名
の派遣が終了となり、行政執行体制を維持することが
困難と考えられることから、再生計画上の職員数計画
を４名増員し、新規職員を採用するもの。

平成 27 年度に廃止したし尿処理場について、法令等
に基づき地下埋設タンクの清掃と給水装置の切り離し
を行うもの。

区分・事業名 事業費 科目名 備考事業概要

＜参考＞将来負担等の状況
○人口データ

平成23年度決算 平成24年度決算 平成25年度決算 平成26年度決算 平成27年度見込 平成28年度見込

～水道事業会計を除く全会計ベース

問合せ先　市財務課財政係
　　　　　☎５２－３１２２
　　　ybrzai@city.yubari.lg.jp

平成 23年度決算

平成 24年度決算

平成 25年度決算

平成 26年度決算

平成 27年度見込

平成 28年度見込

588,265

622,799

736,046

697,689

0

0

△ 44,586,433

△ 43,114,762

△ 39,978,794

△ 36,668,613

△ 34,369,226

△ 32,946,314

2,864,937

4,699,894

4,580,104

4,604,308

4,458,738

3,246,789

△ 2,190,246

△ 3,078,833

△ 2,624,019

△ 1,480,503

△ 855,063

△ 180,116

△ 45,849,389

△ 45,358,622

△ 42,670,925

△ 40,490,107

△ 37,972,901

△ 36,012,987

区分 実質収支
（会計の赤字黒字）

市債元金残高
（長期借入金）

債務負担残高
（物品等のローン）

基金残高
（貯金）

合計残高

（単位：千円）

10,887

10,538
▲ 349
10,218
▲ 320
9,830
▲ 388
9,457
▲ 373
9,082
▲ 375

4,823
44.3%

4,695
44.5%

4,626
45.3%

4,544
46.2%

4,494
47.5%

4,417
48.6%

5,350
49.1%

5,151
48.9%

4,954
48.5%

4,683
47.7%

4,419
46.7%

4,157
45.8%

714
6.6%

692
6.6%

638
6.2%

603
6.1%

544
5.8%

508
5.6%

平成23年2月末

平成24年2月末

平成25年2月末

平成26年2月末

平成27年2月末

平成28年2月末

区分 合計14歳以下 65歳以上15～64歳
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と
き
は
お
互
い
に
助
け
あ
う
。」、
在
校
生
に

は
、「
３
年
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し

ま
う
。
３
年
間
を
有
意
義
に
過
ご
す
た
め
に

は
、
何
事
に
も
一
生
懸
命
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
、
体
験
出
来
な
い
嬉
し
さ
や
悔
し
さ
が
あ

り
、
そ
の
体
験
が
人
を
成
長
さ
せ
る
。
逃
げ

ず
に
き
ち
ん
と
向
き
合
っ
て
く
だ
さ
い
。
一

つ
で
も
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
良
い

経
験
だ
っ
た
と
笑
っ
て
振
り
返
る
こ
と
が
で

き
る
日
が
く
る
と
思
う
。」
と
伝
え
て
く
れ
ま

し
た
。

式
終
了
後
、
卒
業
生
か
ら
お
礼
の
気
持
ち

を
歌
声
で
伝
え
、「
旅
立
ち
の
日
に
」
の
合
唱

で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

〜
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
〜

キ
ラ
リ
！

問
合
せ
先　

夕
張
高
校　

☎
59
―
７
１
１
０

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語

〜
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
の
会
話
〜

夕
張
高
校
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

英
語
の
授
業
で
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）

と
の
会
話
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

本
間
孝
明
教
諭
は
、
生
徒
が
積
極
的
に
外

国
人
と
英
語
で
会
話
を
す
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
、
月
２
回
程
度
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
訪
問
時
に
、
生

徒
と
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
２
人
だ
け
で
会
話
を
楽
し
む
機

会
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
生
徒
は
別
室
に
移

動
し
、
10
分
間
の
時
間
を
活
用
し
、
自
力
で

話
題
を
作
り
英
語
で
会
話
を
し
ま
す
。
な
か

な
か
話
が
進
ま
な
い
と
き
は
、
世
界
地
図
な

ど
を
指
さ
し
な
が
ら
話
題
を
作
っ
て
い
ま
す
。

夕
張
高
校
英
語
科
で
は
、
人
前
で
自
分
の

意
見
を
英
語
で
話
す
こ
と
や
、
他
者
を
尊
重

で
き
る
生
徒
の
育
成
を
目
指
し
、
授
業
を
継

続
し
て
い
く
予
定
で
す
。

祝
卒
業　

３
月
１
日

第
24
回
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
36
人
生
徒
が

学
び
舎
を
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。
卒
業
式

で
は
、
校
歌
「
わ
が
人
生
の
牧
場
な
り
」
を

参
加
者
全
員
で
声
高
ら
か
に
歌
い
、
今
勉
校

長
よ
り
ひ
と
り
一
人
に
卒
業
証
書
が
渡
さ
れ
、

式
辞
に
て
、「
思
い
は
必
ず
成
し
遂
げ
ら
れ
る

と
い
う
人
生
を
貫
く
強
い
信
念
を
も
つ
こ
と

の
大
切
さ
」
を
伝
え
ま
し
た
。

卒
業
生
代
表
平
間
朱
莉
さ
ん
の
答
辞
に
て
、

「
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
な
け
れ
ば
経
験
で
き
な

か
っ
た
、
充
実
し
た
３
年
間
に
感
謝
し
、
私

た
ち
は
い
つ
ま
で
も
仲
間
で
あ
り
、
困
っ
た

北海道夕張高等学校　創立８０周年記念式典
夕張高校は、昭和１１年に夕張町立高等家政女学校として開校以来、今年創立
８０周年を迎え、これまで２，０６０人が卒業し、道内外や海外で活躍する卒業生
の皆さまに支えられています。
平成１５年度からは、夕張市内唯一の高校として、市民や同窓生に支えられ、地
域と共に発展して参りました。
近年の少子化のため、平成２７年度には１学年１クラスの小規模な学校となりま
したが、夕張市の支援を受けながら、地域に愛され、地域から求められる魅力あ
る学校づくりに励んでいます。
今年度は、演奏会、講演会など多くの創立８０周年記念協賛事業を実施します。
この機会に、多くの市民に夕張高校を訪問していただき、高校生や教職員と直接
触れ合い、地域の高校としての存在感を高めていきたいと考えています。

次のとおり、記念式典を予定しています。

【日程】平成２８年１０月３０日（日）
　　　　　午前　記念式典（夕張高校体育館）
　　　　　午後　祝賀会（ホテルシューパロ）
【問合せ先】夕張高校　
　　　　　　（電話・ＦＡＸ）５９－７８０８
市内にお住いの同窓生の皆さんの、たくさんの参加をお待ちしています。
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厳
し
い
経
済
状
況
の
中
、
大
多
数
の
方
が

市
税
や
保
険
料
を
き
ち
ん
と
納
期
内
に
納
め

て
い
ま
す
。
滞
納
は
そ
の
公
平
性
を
欠
く
許

さ
れ
な
い
こ
と
で
す
。

市
で
は
、
市
民
負
担
の
公
平
性
と
貴
重
な

自
主
財
源
確
保
の
た
め
、
今
年
度
も
引
き
続

き
、
収
納
率
の
さ
ら
な
る
向
上
と
滞
納
額
の

縮
減
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

◆
滞
納
を
放
置
す
る
と

市
税
・
保
険
料
を
納
期
限
ま
で
に
納
め
な

か
っ
た
場
合
、
20
日
以
内
に
督
促
状
を
発
付

し
ま
す
。
督
促
状
を
発
付
し
た
日
か
ら
起
算

し
て
10
日
を
経
過
し
た
日
ま
で
に
完
納
し
な

い
場
合
に
は
、「
滞
納
者
の
財
産
を
差
押
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
地
方
税
法
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

◆
滞
納
処
分
と
は

市
が
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
滞
納
者
の

財
産
を
差
押
え
る
こ
と
で
す
。
市
税
や
保
険

料
を
滞
納
す
る
と
、
国
税
徴
収
法
・
地
方
税

法
に
よ
り
全
て
の
財
産
に
対
す
る
調
査
権
限

が
発
生
し
ま
す
。
財
産
調
査
や
差
押
え
に
あ

た
っ
て
は
本
人
に
対
す
る
事
前
の
連
絡
や
同

意
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
勤
務
先
、金
融
機
関
、

取
引
先
な
ど
も
調
査
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
27
年
度
に
差
押
え
を
行
っ
た
財
産

預
貯
金
、給
与
、年
金
、生
命
保
険
、自
動
車
、

動
産
（
軽
自
動
車
・
電
化
製
品
・
音
響
機
器
・

腕
時
計
、
鉄
道
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
）、
不
動

産
、
賃
料
、
国
税
・
道
税
な
ど
の
還
付
金

◆
催
告
書

督
促
状
が
発
付
さ
れ
て
も
納
付
や
相
談
の

な
い
場
合
、「
差
押
予
告
書
」
な
ど
の
催
告
書

を
送
付
し
、
自
主
的
な
納
付
を
促
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
が
、
催
告
書
は
滞
納
処
分
の
前
に

必
ず
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
財
産
調
査
に
よ
り
財
産
を
見

つ
け
た
場
合
に
は
差
押
え
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
速
や
か
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
捜
索

捜
索
は
、
滞
納
処
分
の
た
め
必
要
が
あ
る

場
合
、
国
税
徴
収
法
に
基
づ
き
、
滞
納
者
の

自
宅
や
事
務
所
な
ど
に
強
制
的
に
立
ち
入
り

調
査
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。
相
手
の
意
思

に
関
係
な
く
、
裁
判
所
の
捜
索
令
状
も
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

捜
索
中
に
換
価
可
能
な
財
産
が
発
見
さ
れ

た
場
合
は
、
そ
の
場
で
差
押
え
を
し
ま
す
。

 ◆
自
動
車
な
ど
の
差
押
え

差
押
え
し
た
自
動
車
や
軽
自
動
車
に
は
、

ミ
ラ
ー
ズ
ロ
ッ
ク
や
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
を
装
着

し
て
使
用
で
き
な
く
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自

主
的
な
納
付
を
促
し
ま
す
。

そ
れ
で
も
納
付
や
相
談
の
な
い
場
合
は
、
引

き
上
げ
て
公
売
し
ま
す
。
搬
出
の
た
め
に
要

し
た
費
用
は
、
滞
納
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

ミ
ラ
ー
ズ

ロ
ッ
ク
や
タ

イ
ヤ
ロ
ッ
ク

を
勝
手
に
外

し
た
り
、
破

損
、
汚
損
す

る
と
刑
法

な
ど
に
よ
り

処
罰
さ
れ
ま

す
。

◆
公
売

差
押
え
た
財
産
は
公
売
を
行
い
、
売
却
代

金
を
滞
納
市
税
・
保
険
料
へ
充
当
し
ま
す
。

昨
年
度
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
の
ほ
か
、

札
幌
市
で
開
催
さ
れ
た
「
北
海
道
地
方
税
等

合
同
公
売
会
」
に
参
加
し
、
差
押
え
し
た
財

産
の
公
売
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
差

押
え
財
産
の
換
価
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

◆
延
滞
金

納
期
内
に
納
付
し
て
い
る
大
多
数
の
方
と

の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
納
期
限
ま
で
に
納

付
さ
れ
な
い
場
合
は
、
納
期
限
の
翌
日
か
ら

納
付
の
日
ま
で
の
期
間
に
応
じ
て
、
延
滞
金

が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

延
滞
金
の
滞
納
も
差
押
え
な
ど
の
滞
納
処

分
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
困
っ
た
と
き
は
す
ぐ
相
談
！

多
重
債
務
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り

払
い
た
く
て
も
払
え
な
く
な
っ
た
と
き
は
、

す
ぐ
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
払
え
な
い
か

ら
と
い
っ
て
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
て
も
延
滞

金
が
増
え
る
だ
け
で
何
も
解
決
し
ま
せ
ん
し
、

相
談
が
な
け
れ
ば
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
す

ら
で
き
ま
せ
ん
。

ど
う
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
と
き
も
、

一
人
で
悩
ま
ず
事
情
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
中
は
仕
事
な
ど
で
市
役
所
の
開
庁
時
間

に
相
談
に
来
ら
れ
な
い
方
も
、
夜
間
な
ど
に

随
時
対
応
し
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
収
納
係 

☎
52
―
３
１
２
９

ス
ト
ッ
プ
！
滞
納

〜
市
税
・
保
険
料
の
収
納
対
策
〜

ス
ト
ッ
プ
！
滞
納

〜
市
税
・
保
険
料
の
収
納
対
策
〜

【
滞
納
処
分
の
流
れ
】

納
税
（
納
入
）
通
知
書
の
発
送

納　
　

期　
　

限

督
促
状
の
発
付

財　

産　

の　

差　

押　

え

財　

産　

調　

査

納付や相談が
ないと…
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沼ノ沢保育園 一時預かり事業（余裕活用型）実施
沼ノ沢保育園で定員に余裕がある場合に限り、保育所を利用し
ていない家庭の保護者の短期的な就労、傷病や冠婚葬祭、私的な
理由などによる子どもの一時預かりを実施します。
対象児童　保育園を利用していない満１歳から就学前で、
　　　　　一時的に保育の必要がある児童
実施施設　沼ノ沢保育園（定員に余裕がある場合のみ）
利用期間　月曜日～土曜日
　　　　　　（保育園の都合で休みになる場合があります）
利用限度　原則、ひと月 10日以内とします。
理由別限度
　　◆短期的な就労など月 10日以内
　　◆傷病や冠婚葬祭など　月７日以内
　　◆リフレッシュなど私的理由　月３日以内
保育時間　午前８時～午後４時
利用料金

利用方法　事前に登録申請と利用申請が必要です。
　　　　　詳細は問合せください。
問合せ先　市子ども・子育て支援係　☎５２―３１６８

住
民
票
・
戸
籍
の
請
求
届
出
に

は
本
人
確
認
が
必
要

住
民
票
、
戸
籍
（
謄
・
抄
本
）
な

ど
の
請
求
や
転
出
、
転
居
、
戸
籍

の
転
籍
な
ど
の
異
動
の
届
け
出
を

す
る
場
合
、
窓
口
で
の
本
人
確
認

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

【
本
人
が
窓
口
に
来
る
場
合
】

窓
口
に
来
る
方
は
、
運
転
免
許

証
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）カ
ー

ド
、写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
在
留
カ
ー

ド
な
ど
の
写
真
付
き
の
本
人
確
認

書
類
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

写
真
付
き
の
本
人
確
認
書
類
が

な
い
場
合
は
、
健
康
保
険
証
、
介

護
保
険
証
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
証
、
年
金
手
帳
な
ど
最
低
２
つ

の
提
示
が
必
要
で
す
。

【
代
理
人
が
窓
口
に
来
る
場
合
】

代
理
人
の
方
に
つ
い
て
は
、
委

任
状
な
ど
の
代
理
権
限
の
確
認
を

行
い
ま
す
。
併
せ
て
代
理
人
の
方

の
本
人
確
認
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

窓
口
に
来
る
と
き
は
、
必
要
書
類

を
確
認
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
印
鑑
登
録
証
明
書
の
申
請
に
は
、

印
鑑
登
録
証
（
カ
ー
ド
）
を
必
ず

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）
カ
ー
ド

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
へ

転
出
入
の
異
動
の
場
合
、
カ
ー
ド

の
継
続
利
用
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

転
入
手
続
き
の
と
き
に
暗
証
番
号

を
確
認
の
う
え
、
カ
ー
ド
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

転
居
や
婚
姻
な
ど
で
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
（
個
人
番
号
）
カ
ー
ド
、
写
真

付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
券

面
記
載
事
項
が
変
更
に
な
っ
た
場

合
、
転
居
届
や
婚
姻
届
な
ど
の
提

出
に
合
わ
せ
て
、
暗
証
番
号
を
確

認
の
う
え
、
カ
ー
ド
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
新
た
な
住
所
や
氏
名

な
ど
を
追
記
欄
に
記
載
し
ま
す
。

◆
引
越
し
な
ど
に
伴
い
通
知
カ
ー
ド
の

券
面
記
載
事
項
の
変
更
が
必
要
で
す

引
越
や
婚
姻
な
ど
で
通
知
カ
ー
ド

の
券
面
記
載
事
項
が
変
更
と
な
っ
た

場
合
、
転
入
・
転
居
届
や
婚
姻
届
な

ど
の
提
出
に
合
わ
せ
て
、市
市
民
係
・

南
支
所
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
新
た

な
住
所
や
氏
名
な
ど
を
追
記
欄
に

記
載
し
ま
す
。

問
合
せ
先

 

市
市
民
係 

☎
52
―
３
１
０
４

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度
に
つ

い
て障

害
者
や
障
害
者
と
生
計
を
同
じ

く
す
る
人
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
な

ど
で
、
障
害
の
あ
る
方
の
た
め
に
使
用

す
る
場
合
は
、
１
人
１
台
に
限
り
軽

自
動
車
税
の
減
免
対
象
と
な
り
ま
す
。

す
で
に
自
動
車
税
に
お
い
て
減
免
を
受

け
て
い
る
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

減
免
申
請　

４
月
中
旬
に
市
か
ら
郵

送
す
る
納
税
通
知
書
と
個
人
番
号

カ
ー
ド
（
通
知
カ
ー
ド
）、
運
転
免
許

証
・
車
検
証
・
障
害
者
手
帳
（
身
体

障
害
・
療
育
・
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
を
含
む
。）

の
写
し
を
持
参
。
郵
送
で
申
請
す
る

場
合
は
、
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

載
の
う
え
、
納
税
通
知
書
、
個
人
番

号
カ
ー
ド（
通
知
カ
ー
ド
）の
写
し
と
、

持
参
す
る
申
請
と
同
じ
書
類
の
写
し

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
窓
口
で
の

代
理
申
請
に
は
、
委
任
状
（
任
意
様

式
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

申
請
書　

減
免
を
希
望
す
る
方
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
か
、
市
賦
課
係
、
南

支
所
で
申
請
書
を
受
け
取
り
、
申

請
期
間
中
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間　

４
月
18
日
〜
４
月
25
日

※
期
限
ま
で
に
申
請
書
の
提
出
が

な
い
場
合
は
減
免
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

申
請
場
所　
市
賦
課
係
ま
た
は
南
支
所

※
平
成
28
年
度
の
軽
自
動
車
税
の

納
付
期
限
は
５
月
２
日
で
す
。
必

ず
期
限
内
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　市賦

課
係 

☎
52
―
３
１
２
０

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
を

活
用
し
ま
し
た

平
成
27
年
度
電
源
立
地
地
域
対

策
交
付
金
は
、
市
内
小
中
学
校
の

電
気
料
や
水
道
料
、
暖
房
用
燃
料

に
活
用
し
ま
し
た
。

問
合
せ
先  

市
ま
ち
づ
く
り
企
画
室 

☎
52
―
３
１
４
１

生 活 保 護 世 帯

市民税非課税世帯

そ の 他 の 世 帯

希 望 者 の み

0円

1,000 円

1,500 円

0 円

2,000 円

3,000 円

0 円

700 円

1,000 円

0 円

1,400 円

2,000 円

給食・おやつ代　300 円（白米持参）

区　分
１・２歳児

４時間以内 ４時間超
（１日） ４時間以内 ４時間超

（１日）

３歳児以上
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低
所
得
の
高
齢
者
向
け
の
年
金
生

活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金

一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
向

け
、
賃
金
引
上
げ
の
恩
恵
が
及
び
に

く
い
低
所
得
の
高
齢
者
を
支
援
し
、

平
成
28
年
前
半
の
個
人
消
費
の
下
支

え
に
も
資
す
る
よ
う
、
低
所
得
の
高

齢
者
向
け
の
年
金
生
活
者
等
支
援
臨

時
福
祉
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

夕
張
市
で
は
現
在
、
給
付
金
の

支
給
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
支
給
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る

世
帯
に
は
４
月
下
旬
に
申
請
書
な
ど

を
個
別
に
郵
送
す
る
予
定
で
す
。

具
体
的
な
申
請
時
期
や
申
請
方
法
な

ど
の
詳
細
は
、
広
報
ゆ
う
ば
り
５
月
号

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

支
給
対
象
者

◆
平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
の

支
給
対
象
者
の
う
ち
、
平
成
28
年
度

中
に
65
歳
以
上
と
な
る
方
（
昭
和
27

年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

〈
参
考　

平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給

付
金
の
支
給
対
象
者
〉

基
準
日
（
平
成
27
年
１
月
１
日
）

時
点
で
夕
張
市
に
住
民
登
録
が
あ

り
、
平
成
27
年
度
の
市
民
税
（
均

等
割
）
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方
。

※
市
民
税（
均
等
割
）
課
税
者
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
方
や
、
生
活
保
護
の
受
給

者
と
な
っ
て
い
る
方
な
ど
は
対
象
外
。

支
給
額　

支
給
対
象
者
１
人
に
つ
き

３
万
円（
１
回
限
り
の
支
給
と
な
り
ま
す
。）

給
付
金
を
装
っ
た「
振
り
込
め
詐
欺
」

や
「
個
人
情
報
詐
取
」
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

◆
市
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
Ａ
Ｔ
Ｍ

（
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
現
金
自

動
支
払
機
）
の
操
作
を
お
願
い
す
る

こ
と
は
、
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
自
分
で
操
作
し
て
、
他

人
か
ら
お
金
を
振
り
込
ん
で
も
ら
う

こ
と
は
絶
対
に
で
き
ま
せ
ん
。

◆
市
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が
給
付

金
を
支
給
す
る
た
め
に
、
手
数
料
な

ど
の
振
り
込
み
を
求
め
る
こ
と
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
厚
生
労
働
省
が
住
民
の
皆
さ
ん
の

世
帯
構
成
や
銀
行
口
座
の
番
号
な
ど

の
個
人
情
報
を
照
会
す
る
こ
と
は
、

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
不
審
な
電
話
や
メ
ー
ル
が
あ
っ
た
場

合
は
、
迷
わ
ず
市
や
最
寄
り
の
警
察
署

ま
た
は
警
察
相
談
電
話（
＃
９
１
１
０
）

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

市
生
活
福
祉
係
（
市
役
所
２
階
⑨
番

窓
口
）　

☎
52
―
１
０
５
９

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
費
を

補
助
し
ま
す

家
庭
の
し
尿
と
生
活
雑
排
水
を
併
せ
て

処
理
す
る
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る

場
合
、
設
置
費
用
の一部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
者

◆
下
水
道
処
理
区
域
以
外
の
地
域
に
専

用
住
宅
ま
た
店
舗
等
併
用
住
宅
を
建
築

し
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
方

◆
汲
取
り
式
便
所
を
浄
化
槽
に
改
造

す
る
方

次
の
場
合
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

◆
販
売
目
的
で
住
宅
を
建
築
す
る
方

◆
住
宅
を
借
り
て
い
る
方
で
、
賃

貸
人
の
承
諾
が
得
ら
れ
な
い
方

◆
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
る
方

申
込
み
方
法　

補
助
金
交
付
申
請
書
を

市
環
境
生
活
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

補
助
金
額(

限
度
額)

５
人
槽 　
　
　
　

３
５
万
２
千
円

６
〜
７
人
槽 　
　

４
４
万
１
千
円

８
〜
10
人
槽 　
　

５
８
万
８
千
円

11
〜
20
人
槽 　
１
０
０
万
２
千
円

21
〜
30
人
槽 　
１
５
４
万
５
千
円

31
〜
50
人
槽 　
２
１
２
万
９
千
円

51
人
槽
以
上 　
２
４
２
万
９
千
円

問
合
せ
先 

市
環
境
生
活
係 

☎
52
―
３
１
０
８

融
雪
出
水
期
の
注
意
事
項

雪
が
解
け
て
き
た
ら
注
意
！

暖
か
く
な
り
雪
が
解
け
て
く
る
と
、

雪
崩
、
融
雪
に
伴
う
出
水
に
よ
る
河
川

の
氾
濫
や
土
砂
災
害
な
ど
が
発
生
す
る

危
険
性
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

こ
ん
な
と
き
に
は
雪
崩
の
恐
れ
が
！

●
気
温
が
低
く
、
古
い
雪
の
上
に
多

量
の
新
雪
が
積
も
っ
た
と
き
。

●
ボ
ー
ル
の
よ
う
な
雪
の
か
た
ま
り
が
、

斜
面
を
コ
ロ
コ
ロ
と
落
ち
て
き
て
い
る
。

●
斜
面
に
引
っ
か
き
傷
が
つ
い
た
よ
う

な
、
雪
の
裂
け
目
が
あ
る
。

こ
ん
な
と
き
に
は
土
砂
災
害
の
恐
れ
が
！

●
降
雪
や
降
雨
の
後
、
天
気
が
良

く
気
温
が
上
が
っ
た
と
き
。

●
崖
の
斜
面
に
亀
裂
や
湧
き
水
が
あ
る
。

●
過
去
に
崖
崩
れ
が
あ
っ
た
。

気
温
が
上
昇
し
た
と
き
は
、
気
象

情
報
に
は
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

屋
根
の
下
を
通
る
と
き
は
、
落
雪

や
つ
ら
ら
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

★
雪
崩
の
発
生
や
斜
面
の
異
常
を
発

見
し
た
と
き
は
、
北
海
道
開
発
局
の

道
路
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル
＃
９
９
１
０
へ

問
合
せ
先

市
消
防
本
部 

☎
53
―
４
１
２
１

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

４
月
６
日
〜
15
日

セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ル
ゆ
う
ば
り

と　

き　

４
月
６
日
午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ　

紅
葉
山
武
道
館
横
広
場

交
通
事
故
の
な
い
安
全
な
ま
ち
を
目
指

す
た
め
の
運
動
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
荒
天
時
は
中
止
し
ま
す
。

◆
こ
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

交
通
事
故
に
よ
る
死
者
の
半
数
以

上
が
高
齢
者
で
す
。
幼
児
や
児
童

は
通
園
・
通
学
時
に
事
故
に
遭
う
こ

と
が
多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
飛
び
出
し
や
高
齢
者
の
横

断
に
対
応
で
き
る
、
安
全
な
速
度
で
思

い
や
り
の
あ
る
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
飲
酒
運
転
の
根
絶

わ
ず
か
な
お
酒
で
も
、
運
動
能
力
・

判
断
能
力
を
鈍
ら
せ
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
ち
ょっ
と
だ
け
の
軽
い
気
持
ち

が
重
大
な
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

「
乗
ら
せ
な
い
」、「
乗
せ
な
い
」、

「
飲
ま
せ
な
い
」
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◆
自
転
車
の
安
全
利
用
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

◆
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座
席
の

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

正
し
い
着
用
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先

交
通
安
全
対
策
本
部
事
務
局

（
南
支
所
）
☎
59
―
６
１
１
１

確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
に
、
確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と

き
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。
必
要
な
確
定
申
告
を
し

な
か
っ
た
場
合
は
、
税
務
署
長
が
所

得
金
額
や
税
額
を
決
定
し
ま
す
。

税
務
署
長
が
決
定
を
行
う
場
合
や

提
出
期
限
に
遅
れ
て
申
告
し
た
場
合

な
ど
は
、
新
た
に
加
算
税
が
賦
課
さ

れ
る
場
合
が
あ
る
ほ
か
、
法
定
納
期

限
の
翌
日
か
ら
納
付
日
ま
で
の
延
滞

税
を
併
せ
て
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
の
で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先  

岩
見
沢
税
務
署 

☎
０
１

２
６
―
22
―
０
８
１
０（
音
声
案
内
２
）
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後
期
高
齢
者
医
療 

入
院
時
食

事
療
養
費
が
変
わ
り
ま
す

入
院
時
の
食
事
代
が
、
４
月
１

日
か
ら
変
更
に
な
り
ま
す
。

変
更
に
な
る
の
は
、
道
市
民
税

課
税
世
帯
の
方
で
、
１
食
２
６
０

円
か
ら
３
６
０
円
に
な
り
ま
す
。

注
意
事
項

◆
「
難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等

関
す
る
法
律
第
５
条
第
１
項
」
に

規
定
す
る
指
定
難
病
の
方
、「
児
童

福
祉
法
第
６
条
の
２
第
２
項
」
に

規
定
す
る
小
児
慢
性
特
定
疾
病
の

方
に
つ
い
て
は
、
食
事
代
の
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先　

市
健
康
保
険
係 

☎
52
―
３
１
０
５

公
営
住
宅
車
庫
使
用
料
口
座
振

替
日
の
変
更

公
営
住
宅
車
庫
の
使
用
料
の
支

払
い
は
、
指
定
の
銀
行
口
座
か
ら

毎
月
20
日
に
口
座
振
替
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
車
庫
を
利
用
す
る
皆

さ
ん
の
支
払
い
の
利
便
性
向
上
を

図
る
た
め
に
、
平
成
28
年
度
４
月

分
か
ら
、
口
座
振
替
日
を
毎
月
末

日
に
変
更
し
ま
す
。

口
座
振
替
日
の
変
更
に
つ
い
て
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
建
築
住
宅
係 
☎
52
―
３
１
１
９

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

運
営
協
議
会
委
員
の
募
集

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
代

表
と
し
て
制
度
の
運
営
に
関
す
る

重
要
な
事
項
を
審
議
す
る
運
営
協

議
会
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格　

道
内
在
住
の
満
20
歳

以
上
の
方
（
議
員
や
公
務
員
な
ど

を
除
く
）

応
募
人
数　

５
人

任　

期　

平
成
28
年
７
月
か
ら
２

年
間
（
開
催
は
年
３
回
を
予
定
）

応
募
方
法　

北
海
道
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
と
市
健
康
保
険
係

に
あ
る
応
募
要
領
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。

応
募
締
切　

４
月
28
日

選　

考　

選
考
委
員
会
を
設
置
し
、

提
出
さ
れ
た
小
論
文
な
ど
に
よ
り
、

総
合
的
に
選
考
し
ま
す
。

報
酬
な
ど　

報
酬
（
１
日
に
つ
き
５
、

０
０
０
円
）
と
旅
費
を
支
給
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

北
海
道
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合 

☎
０
１
１
―
２
９
０

―
５
６
０
１

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
の
実
施

岩
見
沢
保
健
所
で
は
、
こ
こ
ろ
の

健
康
問
題
を
抱
え
る
人
や
家
族
な
ど

に
対
し
て
、
精
神
科
医
師
に
よ
る
相

談
を
実
施
し
、
精
神
疾
患
の
早
期
発

見
、
早
期
治
療
、
精
神
保
健
福
祉
の

支
援
に
つ
な
げ
、
解
決
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
定

例
相
談
）」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

◆
岩
見
沢
保
健
所
（
岩
見
沢
市
８
条

西
５
丁
目
空
知
総
合
振
興
局
内
）

平
成
28
年

４
月
21
日
（
木
）
午
後
１
時
〜
３
時

６
月
16
日
（
木
）
午
後
１
時
〜
３
時

８
月
19
日
（
金
）
午
後
１
時
〜
３
時

10
月
20
日
（
木
）
午
後
１
時
〜
３
時

12
月
15
日
（
木
）
午
後
１
時
〜
３
時

平
成
29
年

２
月
16
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
４
時

◆
夕
張
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

平
成
28
年

６
月
８
日
（
水
）
午
前
10
時
〜
正
午

12
月
14
日
（
水
）
午
前
10
時
〜
正
午

内　

容　

精
神
科
医
師
と
の
面
談

※
予
約
制
（
前
日
の
正
午
ま
で
）、

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
別
日

で
調
整
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
他　

保
健
師
と
の
電
話
や
面
接

で
の
相
談
は
、
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

（
平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

申
込
・
問
合
せ
先　

岩
見
沢
保
健
所

健
康
推
進
課
健
康
支
援
係 

☎
０
１
２

６
―
20
―
０
１
２
２

野
犬
掃
討
の
実
施

４
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
３
月

31
日
ま
で
の
期
間
、
市
内
全
域
で

野
犬
掃
討
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

放
し
飼
い
に
し
て
い
る
犬
や
鎖
か
ら

外
れ
て
う
ろ
つい
て
い
る
犬
は
、
野
犬
と

し
て
捕
獲
さ
れ
、
岩
見
沢
保
健
所
由

仁
支
所
に
抑
留（
薬
殺
）
さ
れ
ま
す
の

で
、
放
し
飼
い
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

◆
飼
い
犬
が
逃
げ
出
し
た
り
、
い
つ
の

間
に
か
い
な
く
な
り
、
行
方
不
明
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
見
つ
か
ら

な
い
場
合
は
、
夕
張
警
察
署
へ
届
け

出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
市
環
境
生
活
係
や
岩
見
沢
保
健
所

由
仁
支
所
に
捕
獲
さ
れ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
す
ぐ
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
首
輪
に
は
必
ず
犬
鑑
札
や
連
絡
先

を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

◆
犬
の
放
し
飼
い
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。

◆
散
歩
中
に
犬
を
放
す
と
、
人
を
追

い
か
け
た
り
、
人
を
咬
む
な
ど
の
事

故
が
起
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

◆
犬
の
フ
ン
で
住
民
に
迷
惑
を
か
け
な

い
よ
う
に
、
後
始
末
は
飼
い
主
の
責
任

で
き
ち
ん
と
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先  

市
環
境
生
活
係 

☎
52
―
３
１
０
８

消
費
生
活
相
談

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
窓
口

を
夕
張
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
に

設
置
し
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
の
で
、
訪
問
販

売
や
架
空
請
求
な
ど
困
っ
た
と
き

に
は
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

電
話
と
面
談
で
の
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。
面
談
の
場
合
は
、
事
前
に

電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
例

◆
架
空
請
求　

身
に
覚
え
の
な
い

商
品
が
届
い
た
が
、
代
金
を
払
わ

な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
？

◆
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ　

訪
問
販
売

で
不
必
要
な
も
の
を
購
入
し
て
し

ま
っ
た
。
解
約
で
き
る
の
か
？

開
設
時
間　

平
日 

午
前
９
時
〜
午

後
５
時
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

相
談
窓
口　

夕
張
市
消
費
生
活
相
談

窓
口（
夕
張
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

☎
56
―
６
０
０
１

区　　分
道市民税課税世帯
非課税世帯
区分Ⅱ
※道市民税非課税かつ公的年金
８０万円以上、所得１円以上
区分Ⅰ
※道市民税非課税かつ公的年金
８０万円未満、所得０円

入院９０日目まで

２１０円

２１０円

入院９１日目以降

１６０円

１６０円

３６０円

１００円

〈平成２８年４月1日から〉
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南
空
知
再
発
見
バ
ス
ツ
ア
ー

南
空
知
の
春
と
食
の
満
喫
ツ
ア
ー

と　

き　

５
月
10
日 

午
前
10
時
〜

午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ　

三
笠
市
（
三
笠
市
立
博
物

館
、
道
の
駅
サ
ン
フ
ァ
ー
ム
三
笠
、
三

笠
天
然
温
泉
太
古
の
湯
）、
美
唄
市

（
東
明
公
園
、
ゴ
ル
フ
５
カ
ン
ト
リ
ー

美
唄
コ
ー
ス
）、月
形
町（
コ
テ
ー
ジ
ガ
ー

デ
ン
）

参
加
料　

大
人
２
、５
０
０
円
、
小

人
（
小
学
生
以
下
）
１
、２
８
５
円

申
込
期
間　

４
月
５
日
〜
22
日

募
集
定
員　

25
人

※
定
員
を
超
え
る
申
し
込
み
が

あ
っ
た
場
合
、
抽
選
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ツ
ア
ー
内
容
は
変

更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先　

市
ま
ち
づ
く
り

企
画
室 

☎
52
―
３
１
４
１

石
炭
博
物
館
の
開
館
に
つ
い
て

石
炭
博
物
館
を
個
人
の
お
客
様

を
対
象
に
開
館
し
ま
す
。

平
成
28
年
度
は
模
擬
坑
道
が
改

修
工
事
の
た
め
見
学
で
き
ま
せ
ん
。

開
館
期
間　

４
月
29
日
〜
５
月
８
日
、

７
月
16
日
〜
８
月
28
日
、
９
月
17
日

〜
９
月
25
日

開
館
時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後

５
時（
最
終
入
場　

午
後
４
時
30
分
）

市
内
料
金　

暮
ら
し
の
カ
レ
ン

ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
市
外
料
金
は
別
に
な
り
ま
す
。

団
体
（
20
人
以
上
）
で
の
見
学
に

つ
い
て
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先市

教
育
係
☎
52
―
３
１
６
６

石
炭
博
物
館
友
の
会　

発
足
式
兼
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

博
物
館
を
支
援
す
る
「
友
の
会
」

の
発
足
式
を
行
い
、
併
せ
て
友
子

制
度
に
つ
い
て
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン

ト
を
当
事
者
を
交
え
て
開
催
し
ま

す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

と　

き  

４
月
24
日 

午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ　

夕
張
市
石
炭
博
物
館

申
込
・
問
合
せ
先  

市
教
育
係 

☎
52
―
３
１
６
６

ふ
る
さ
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
「
あ
ず

ま
し
い
」

『
書
道
同
好
会　

五
人
展
』

古
典
の
臨
書
を
学
び
続
け
て
い

る
市
民
に
よ
る
作
品
展
で
す
。

と　

き　

４
月
19
日
〜
５
月
11
日 

午
前
８
時
45
分
〜
午
後
５
時
30
分

（
市
役
所
開
庁
時
間
）
観
覧
無
料
。

と
こ
ろ　

ふ
る
さ
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
あ
ず
ま
し
い
」（
市
役
所
２
階
）

問
合
せ
先  

市
教
育
係 

☎
52
―
３
１
６
６

高齢者肺炎球菌ワクチン定期接種のお知らせ

高齢者肺炎球菌ワクチン定期接種について、平成２８年度は次のと
おり実施します。

対象者 過去に１度も高齢者肺炎球菌（２３価肺炎球菌）ワクチン接種
を受けたことがなく、次の（１）または（２）に該当する市民の方

（１）次の表の年齢に該当する方
　　　対象者 　　　　　　　　　生年月日

６５歳となる方 昭和２６年４月２日生～昭和２７年４月１日生

７０歳となる方 昭和２１年４月２日生～昭和２２年４月１日生

７５歳となる方 昭和１６年４月２日生～昭和１７年４月１日生

８０歳となる方 昭和１１年４月２日生～昭和１２年４月１日生

８５歳となる方 昭和６年４月２日生～昭和７年４月１日生

９０歳となる方 大正１５年４月２日生～昭和２年４月１日生

９５歳となる方 大正１０年４月２日生～大正１１年４月１日生

１００歳となる方 大正５年４月２日生～大正６年４月１日生

（２）接種日において６０歳以上６５歳未満の方で心臓、じん臓または呼吸
器の機能に自己の身辺の日常生活活動が極度に制限される程度の障がい
を有する方とヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活がほとんど
不可能な程度の障がいを有する方。（身体障害者手帳１級相当）
実施期間　平成２８年４月１日～平成２９年３月３１日
実施医療機関　①中條医院　②南清水沢診療所　
　　　　　　　③簗詰医院　④夕張市立診療所
接種費用　実施医療機関に確認してください。
市の助成額　接種費用の半額。上限は３，０００円。
　　　　　　（生活保護受給者の方は、接種費用を全額助成）
自己負担額 （１） 接種費用が６, ０００円以下の場合は半額
 （２） 接種費用が６, ０００円を超える場合はその費用
  から３，０００円を引いた額
 （３） 生活保護受給者の方は自己負担なし
接種回数　１回
その他　①必ず過去の接種歴を確認してください。
　　　　②接種する前に実施医療機関に予約してください。
　　　　③年齢確認のため、実施医療機関に健康保険証を提示してください。
　　　　④生活保護受給者の方は生活保護受給証明書を実施医療機
　　　　　関に提出してください。
　　　　⑤対象者の（２）に該当する方は、身体障害者手帳を実施医療
　　　　　機関に提示してください。
　　　　⑥市外の病院（施設）に入院（入所）している方が接種する場
　　　　　合は、申請が必要となりますので、事前に問い合わせください。
※対象者の（１）の方には個別に通知をします。

問合せ先　　市保健係　☎５２－３１０６（直通）
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新１年生一日入学
２月３日（ゆうばり小学校）
教室でのお絵かきや、体育館での新
２年生との交流を楽しみました。いよ
いよ入学。元気に小学校に通う新一年
生を、みんな楽しみに待っています。

ひな人形 ３月２日（沼ノ沢地区）
沼ノ沢保育園の園児たちは、明治
30年代から引き継がれたひな人形が
飾られたお宅を、毎年訪れ交流してい
ます。

卒業証書授与式
誇りを持って挑戦する皆さんを、いつまでも応
援しています。

夕張中学校 ３月13日（夕張中学校）
今年の卒業生は39人。仲間との思い出を胸に、
それぞれの道へ歩み出します。

ゆうばり小学校 ３月19日（ゆうばり小学校）
今年の卒業生は36人。堂々と卒業証書を受け取り、「夢
に向かって新たな一歩を踏み出します。」と誓いました。

ロ
ッ
ク
ん
ロ
ー
ド
２
７
４

　

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
販
売
休
止

樹
海
ロ
ー
ド
広
域
連
携
協
議
会

（
夕
張
市
、
む
か
わ
町
、
占
冠
村
、

日
高
町
）
で
、
観
光
客
の
誘
客
・
周

遊
と
地
域
住
民
の
交
流
拡
大
を
目

的
と
し
て
販
売
し
て
い
ま
し
た
「
ロ
ッ

ク
ん
ロ
ー
ド
２
７
４
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
」

は
、
交
流
人
口
の
更
な
る
拡
大
に
向

け
た
事
業
内
容
の
検
討
を
行
う
た

め
、
今
年
度
は
販
売
を
休
止
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

ご
利
用
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
合
せ
先　

市
ま
ち
づ
く
り
企
画
室 

☎
52
―
３
１
４
１

協
会
け
ん
ぽ
の
健
診

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部
で
は
、
年

度
内
に
１
回
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
の
健

診
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

35
歳
か
ら
74
歳
の
被
保
険
者
（
本

人
）
へ
は
、
が
ん
検
診
を
含
め
た

充
実
し
た
健
診
項
目
の
「
生
活
習

慣
病
予
防
健
診
」
を
、
40
歳
か
ら

74
歳
の
被
扶
養
者
（
家
族
）
へ
は
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に

着
目
し
た
「
特
定
健
康
診
査
」
と

二
つ
の
健
診
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

生
活
習
慣
病
の
予
防
と
早
期
発

見
・
早
期
治
療
の
た
め
に
も
、
年

に
一
度
は
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先  

全
国
健
康
保
険
協
会
北
海
道

支
部 

☎
０
１
１
―
７
２
６
―
０
３
５
４
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①改正前の税率が適用される車両
平成 27 年３月31日以前に取得されている車両及び新車新規登録済みで登録から13 年未満の車両

②改正後の税率が適用される車両
平成 27 年４月１日以後に新車新規登録される車両

③平成 27 年度新規登録車両に係るグリーン化特例税率適用要件
　（ア）　電気自動車・燃料電池自動車・天然ガス自動車（平成 21 年排出ガス 10％低減）
　（イ）　乗　用：平成 17 年排出ガス基準 75％低減達成かつ平成 32 年度燃費基準＋20％達成車
　　　　貨物用：平成 17 年排出ガス基準 75％低減達成かつ平成 27 年度燃費基準＋35％達成車
　（ウ）　乗　用：平成 17 年排出ガス基準 75％低減達成かつ平成 32 年度燃費基準達成車
　　　　貨物用：平成 17 年排出ガス基準 75％低減達成かつ平成 27 年度燃費基準＋15％達成車
　　　※燃費基準の達成状況は、軽自動車車検証の備考欄に記載されています。
④重課税率が適用される車両
平成 28 年度賦課期日（４月１日）現在で新車新規登録から13 年を経過する車両が対象となります。

　　　　不明な点は問い合わせください　　問合せ先　市賦課係　☎52－3120

平成２８年度　軽自動車税の税率について
◆原動機付自転車及び二輪車など

◆三輪と四輪の軽自動車

税率（年額）
2,500 円
2,600 円
3,200 円
4,900 円
4,800 円
4,800 円
3,200 円
9,300 円
8,000 円

原動機付自転車

軽自動車

小型特殊自動車

二輪の小型自動車（250ｃｃ超）

種　　　　　　　　　　別
50ｃｃ以下
50ｃｃ超　90ｃｃ以下
90ｃｃ超 125ｃｃ以下
ミニカー
二輪のもの（125ｃｃ超 250ｃｃ以下・側車付のものを含む）
もっぱら雪上を走行するもの
農耕用作業用自動車
その他のもの（フォークリフト等）

④重課税率
（年額）
6,300 円
11,400 円
17,200 円
6,200 円
8,400 円

（ウ）
4,100 円
7,200 円
10,800 円
4,000 円
5,300 円

（イ）
2,700 円
4,800 円
7,200 円
2,600 円
3,500 円

（ア）
1,300 円
2,400 円
3,600 円
1,300 円
1,800 円

②改正後
5,400 円
9,600 円
14,400 円
5,300 円
7,000 円

①改正前
4,600 円
8,200 円
10,800 円
4,500 円
6,000 円

営業用
自家用
営業用
自家用

乗用の
もの
貨物用
のもの

四輪の
もの

三輪のもの

種　　別 税　率　（年額） ③グリーン化特例税率（年額）

前
期
技
能
検
定
受
検
者
募
集

受
付
期
間　

４
月
４
日
〜
15
日

受
検
資
格　

１
級
、
単
一
等
級
、
２

級
、
３
級

実
施
職
種　

造
園
、
鉄
工
、
と
び
、

建
築
板
金
、
建
築
塗
装
、
左
官
な
ど

問
合
せ
先　

空
知
地
方
技
能
訓
練
協

会 

☎
０
１
２
５
―
24
―
１
８
８
０

岩
見
沢
税
務
署
か
ら

資
産
税
（
相
続
税
・
贈
与
税
・
譲

渡
所
得
）
に
関
す
る
個
人
相
談
は
、

相
談
日
を
設
け
て
事
前
に
予
約
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
電
話

に
よ
る
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先　

岩
見
沢
税
務
署 

０
１
２
６
―
22
―

０
８
１
０
（
音
声
案
内
２
）

北
海
道
企
業
局
か
ら

ダ
ム
な
ど
か
ら
の
水
に
注
意
！

市
内
を
流
れ
る
夕
張
川
に
は
北
海
道

企
業
局
が
管
理
す
る
沼
ノ
沢
取
水
堰
・
清

水
沢
ダ
ム
と
水
力
発
電
所
が
あ
り
ま
す
。

沼
ノ
沢
取
水
堰
・
清
水
沢
ダ
ム
で
は
、

雪
解
け
水
や
大
雨
で
降
っ
た
水
な
ど

を
、
水
門
を
開
け
て
川
に
流
し
ま
す
。

発
電
所
で
は
、
発
電
を
行
う
た
め
に
川

へ
水
を
流
し
ま
す
。

こ
の
た
め
川
の
水
が
増
え
て
危
険
で

す
の
で
、
川
遊
び
や
魚
釣
り
な
ど
で
河

原
や
川
の
中
に
入
ら
な
い
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

ダ
ム
・
発
電
所
な
ど
か
ら
水
を
流
す

と
き
は
、
サ
イ
レ
ン
や
ス
ピ
ー
カ
ー
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

北
海
道
企
業
局
夕
張
川

発
電
管
理
事
務
所 

☎
57
―
２
５
４
２

平
成
27
年
10
月
１
日
実
施

国
勢
調
査

◆
地
方
集
計
結
果

（
平
成
28
年
２
月
17
日
発
表
）

夕
張
市
人
口　
　

８
、８
４
５
人

　
　
　
　

男　
　

４
、０
９
２
人

　
　
　
　

女　
　

４
、７
５
３
人

※
平
成
22
年
国
勢
調
査

夕
張
市
人
口　

１
０
、９
２
２
人

　
　
　
　

男　
　

５
、１
７
９
人

　
　
　
　

女　
　

５
、７
４
３
人

問
合
せ
先 

市
総
務
係 

☎
52
―
３
１
７
０
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平成２8年 3月１日現在
人　口 9,082 人 （+ 51 人）
　男　 4,201 人 （－ 13 人）
　女　 4,881 人 （+ 64 人）

世帯数 5,226 世帯 （+ 59世帯）
 （　）は前月比

※住民基本台帳法の改正に伴い、
　外国人住民が含まれています。

次
号
、
広
報
ゆ
う
ば
り
５
月
号
は

４
月
28
日
に
配
布
し
ま
す
。

このコーナーに掲載する乳幼児（小学校入学前まで）の写真をお待ちしています。
送り先　市総務係　（☎５２－３１７０）

清水沢

野
中　

梨り

お央　
ち
ゃ
ん

平
成
22
年
10
月
13
日
生
ま
れ

野
中　

梨り

こ心　
ち
ゃ
ん

平
成
24
年
５
月
23
日
生
ま
れ

野
中　

梨り

み未　
ち
ゃ
ん

平
成
27
年
３
月
11
日
生
ま
れ

こどものへや

発行　夕張市（毎月 1日発行）北海道夕張市本町 4丁目 2番地　☎ 0123-52-3170
編集　総務係　　　　　　　　夕張市ホームページ　http://www.city.yubari.lg.jp

土
地
価
格
・
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
・
家
屋

価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を
行
っ

て
い
ま
す
。

縦
覧
期
限　

５
月
31
日
（
土
・
日
・

祝
日
は
除
く
）

縦
覧
時
間　

午
前
８
時
45
分
〜
午

後
５
時
30
分

縦
覧
場
所　

市
賦
課
係
（
市
役
所
２

階
５
番
窓
口
）

縦
覧
で
き
る
人　

土
地
・
家
屋
の
固

定
資
産
税
納
税
者
、
ま
た
は
そ
の

代
理
人

縦
覧
に
必
要
な
も
の　

本
人
確
認
が

で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

※
代
理
人
に
よ
る
縦
覧
の
場
合
は
、

納
税
者
か
ら
の
委
任
状
。

問
合
せ
先  

市
賦
課
係 

☎
52
―
３
１
２
０

連
休
期
間
中
の
ご
み
の
収
集

連
休
期
間
中
の
ご
み
収
集
は
次

の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
環
境
生
活
係 

☎
52
―
３
１
０
８

春
の
火
災
予
防
運
動

消
防
署
と
消
防
団
で
は
、
４
月

20
日
か
ら
30
日
ま
で
、『
無
防
備
な

　

心
に
火
災
が　

か
く
れ
ん
ぼ
』
を

統
一
標
語
に
、
各
地
域
で
火
災
予

防
の
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

春
は
強
い
風
が
吹
く
こ
と
が
多
く
、

火
災
の
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。

火
災
原
因
の
第
１
位
で
あ
る
「
放

火
」
を
防
ぐ
た
め
、
家
の
周
り
や
、

ア
パ
ー
ト
の
階
段
・
廊
下
に
物
品

を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
や
ご
み
焼

き
な
ど
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

消
防
署
と
女
性
消
防
団
で
は
火

災
予
防
期
間
中
、
一
部
の
一
般
住

宅
を
対
象
に
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
状
況
調
査
を
実
施
し
ま
す

の
で
、
訪
問
の
際
に
は
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先市消

防
署 

☎
53
―
４
１
２
２

国
家
公
務
員
採
用
試
験

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み

受
付
期
間

◆
総
合
職
試
験
（
院
卒
者
・
大
卒

程
度
）
４
月
１
日
〜
４
月
11
日

◆
一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
）
４

月
８
日
〜
４
月
20
日

◆
一
般
職
試
験
（
高
卒
者
・
社
会
人
）

６
月
20
日
〜
６
月
29
日

専
用
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.jinji-shiken.go.jp/

juken.htm
l

問
合
せ
先　

人
事
院
北
海
道
事
務
局

第
二
課
試
験
係 

☎
０
１
１
―
２
４
１

―
１
２
４
８

警
察
官
募
集

試
験
区
分　

Ａ
区
分　

大
学
な
ど
を

卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
方　

Ｂ
区
分　

Ａ
区
分
以
外
の
方
（
高
等

学
校
在
学
中
の
方
を
除
く
）

対
象
年
齢　

平
成
29
年
４
月
１
日

現
在
で
18
歳
以
上
33
未
満
の
方

受
付
期
限　

４
月
15
日

そ
の
他　

夕
張
警
察
署
で
申
込
書

を
配
布
し
て
い
ま
す
。
随
時
、
説

明
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

詳
細
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

夕
張
警
察
署 

☎
52
―
０
１
１
０

父・拓也さん　　母・亜利沙さん

4月28日（木）
4月29日（金）
5月  2日（月）

木曜日と金曜日の地区
休みます
月曜日の地区

水曜日と金曜日の地区

受け入れします
休みます

受け入れします

受け入れします

収集します

休みます

休みます 休みます
5月  3日（火）
～5日（木）

5月  6日（金）

収集します
（第 1火・水・木曜日）

休みます

一般ごみ月　日 資源ごみ 埋立処分地

（右）（中）（左）


